
建

築

と

社

会

特

集

改

正

建

築

基

準

法

と

景

観

緑

三

法

ー

安

全

・

安

心

の

ま

ち

づ

く

り

と

良

好

な

景

観

形

成

に

向

け

て

1

8  

1本建築協会



社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

旧本建築協会80年史J

A4判・240頁・並製本

1999年7 日に発刊した 「日本建築協会80年史1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、増刷・頒布することにいたしました。

大正6 年3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五 以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建築と社会j の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンパ と当時の大阪市長 ー関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のフ。口フィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一・池田 賓・波江悌夫 ・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正 ・葛野社郎・4黄;賓 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 併・野村一郎・古宇田 賓・

松室重光 ・松井貴太郎 ・安井武雄 ・中津誠一郎 ・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池綴ー・伊東五郎・竹中鎌一 ・鷲尾健三・松村雄吉・

横尾義貫・足 立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動」ー尾亀清四郎 ・大林

芳郎・小西 山甲・佐野正一・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

購入こ希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  *  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 掴執筆ワーキンググループ

干540- 6591 大阪市中央区大手前1-7-31

大阪マーチャンダイズマ トピル7階B室

TEL 06- 6946- 6981 F.刈< 06- 6946- 6984 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅 宮 弘 光 /

桐浴邦失/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和国

康由

頒 価 1部3，000円(税送料込み)

・80年史編纂委員会

※ I曽刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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社団法人 日本建築協会

若き創造者たちへ

「建築と社会」平成 1 7年 1 2月号

「第5 2回青年技術者特集号j へのおさそい

日本建築協会誌円主築と社会」は毎年「青年技術者犠号」

を企画し、すでに51回にわたって若き優秀なプランナー、

アーキテクト、 エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに隈らず、計画、構造、設備、施工および

その他広く、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者

を募って、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、 「建築と社会」に掲載し、顕彰することにしており

ます。

52回の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1. 応募される人は満35歳 (平 成 17年 9月末日現在) 以

下の青年技術者て・あって、本会個人会員に限る。

2. 原則として、本会会員であるすいせ八者を通じて応募

する。

すいせ人者は被すいせ人者 (青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせん者が学校教官である場合は

この限りでない。また本人か羽織の代表者である場合は白

せんとする。

3. 応募分野は特定しない。応募者は、たとえは富十画、一

般設計、住宅インテリア設計、構造、設備、施工、技術

開発、行政、情報、コーディネー 卜等々その他の分野にあ

って、なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、

下記の所要の資料を 1部、本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は「青年技術者選考委員会」にかけて

選考する。 ( なお、提出資料は特に指示のない限り返却は

いたしません)

5.  r青年技術者選考委員会J において選考された青年技

術者は「第52回青年技術者特集号J (平成 17年 12月号) に

掲載するとともに、記念品を贈呈する。

キ第48固から、すいせん者による「すいせんのとと I;:J を省いています。応募提出規定

に沿って、応募資料をと提出下さい。

6. 提出資料

. すいせん用紙

・略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

. 選考資料

資料は、 ④ を含めてA3判用紙5枚以内にまとめる。

① 設計の場合一一鮮明な写真、配置図および主要平面

図、概要、設計要旨、その他設計内容を説明するに十分

な資料

⑦ 計画、構造、設備、施工の場合 (それぞれの設計計画

なども含む) 一一上に準じた資料

① 上記以外の分野の場合一一それぞれの分野にふさわ

しい資料

④ 上記①~①のいずれかの資料の実績において、応募者

本人が関与した手車室、役割、立場等を明らかにし、資料中、

本人が特に貢献した部分、または力量が活かされたと思わ

れる部分の詳細な説明、考え方および将来的展望などにつ

いて、2CXX芹Z以内に平易簡明にまとめたもの (必要U芯じ、

図。表を用いて差し支えない)。 ただし応募者ー本人の執

筆に隈る。

このコンセプ卜は、応募者の考え方を知る上で大変重要と

考えているので、十分配慮されたい。

7. 提出期限 平 成17年 9 月20日 (火)

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会J

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチ ャンダイス. マートピル7階

電 話 06- 6946- 6981 F AX.  06- 6946- 6984 

9. 青年技術者選考委員会 (平成 17年度)

委員長 設 楽 貞樹/ 安井1圭築設計事務所常務取締役

委 員 末 包 伸 吾/ 神戸大学助教授

貴志 雅 樹/ 高岡短期大学教授賞志雅樹環境企画室

佐々木正人/ 竹中工務庖プロジェクト推進本部長

松村 孝治/ 東畑建築事務所取締役開発本部長

多田 元 英/ 大阪大学大学院助教授

樫 原 健一/ 鴻池組建築本部エンジニアリンク・部長

三 浦 満雄/ 日建設計設備設計部設計長

田辺 光雄/ 清水建設関西事業本部設計館第4調 j部長

梶川 賢一/ 大成建設関西支厨謀部次長

鈎吉 敬/ 大林組本庖建築生産技術部部長

撞築と社会 ・2005. 8 1  



私 の 空 間 作 法

日 本 瞳 聾 回 会 . 会 員 作 品 輔 革

作

口

口口
一
募集

「建築と社会」平成 l 7 年 l l 月号の

「第 1 2回会員作品特集号“ 私の空間作法" J  

「建築と社会J 11月号では会員作品発表の場として、 “第

12回会員作品特集号・私の空間作法" を企画しております。

対象は 、建築、ランドスケープデザイン、インテリアデザ

イン、まちづくり、アート等、建築に関わるすべてとし、

表現方法は、写真、 C G等の別を問いません。

みなさまの{ 副主あノ忘れる作品の応募をお待ちしております。

※  

- 提出資料

作品は、竣工作品 、計画案を問いません。下記要領に基づ

いてお送り下さい。

1. 写 真 外 観 ・ 内 観 ・ デ ィ テーj レ模型写真等のプリ

ン ト

(サイズはキャビネ半将司室、 ＵｾＶ 枚 Ｉ

2. C G等パース、 コンセブ 卜図等

(パースの写真撮影等は致しかねますので、

印刷原稿となる状態でお願いします)

3. 概要作品名称、所在地、設計者、施工者名、建築

面積 、延床面積、構造規模、工期など。

4  説明文 作品についての考えを300字程度にまとめて

下さい。

2  

- 掲載に際しての補足

1. 掲載料は無料です。誌面は白黒ぺージとなリます。

2. 写真の撮影者名は必ず付記願います。

写真に著作権等が生ずる場合は 、応募者にて処理願い

ます。

3  掲載頁数は、原則として、 1社 ( 1人) 1買とします。

また 、8月末までに竣工予定の作品を掲載希望の場合、

写真等の原稿期日は配慮致しますので、ご連絡下さい。

4. 建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を

お願いする場合があリます。

5  作品の掲載順及び誌面レイアウトを含む特集全体の構

成は 、委員会にて担当致します。また 、応募作品多数

の場合等は、編集の都合によリ掲載できないこともあ

りますのでご了承下さい。

圃原稿期日及び送付先

1 期 日 2005年8月30日( 火) 必着

2  送付先社団法人日本建築協会編集委員会

「会員作品特集号」 係

〒540- 6591 大阪市中央区大手前1丁目7番31号

大阪マーチャンダイズーマートピル7階

TEL.  06- 6946-6981  FAX.  06- 6946- 6984 



建材委員会主催

工場・ショールーム見学会

一日本インシュレーションを

訪ねる-

[建築する人たち

アーキテクト・アーティスト

の素顔- j

7月に発行

日本建築協会

& 邑

耳 目

建材委員会では 、年に一度工場見学会

を実施しているが、今回は耐火被覆材

の製造販売を手がける日本インシュレ

ーショ メ株同工場を訪ねることにした。

同社は 1986年に圏内で初めて無石綿

化に成功し 、また、優れた省エネルギ

性が評価され、省エネハンガードを

はじめ多くの賞を受けている 。

今回の見学会では、研野庁では実験を 、

P Rセンターでは実物大模型で施工の

収まりや仕上がりを 、北勢工場では製

品の加工ラインを見学する。

また 、S A NY Oソ ラーアークも合わ

せて見学する。

日 時 2005年9月13日(火)

8:  15 - 19:  00 

集 合 新 大 阪 駅 ・名古屋駅

定 員 30名(定員に達 し次第締め切り )

参 加 費 無 料

申込み FAXまたはE-mai lで、

① 催し名旧本インシュレー

ション側工場 ・ショールーム

見学会J

②氏名

日本建築協会事業委員会の中の若い会

員の集い小委員会が、 f30's EYEJ の

タイトルのもと 30代の講師を招いて

連続講演会を開いたのは 1993年にさ

かのぼる。

20イモでもなく、円要喜の40f - l : でもない

30代の建築をつくる人、空間をデザ

インする人、社会に働きかけて実践す

る人たちとの講演会における本音 卜ー

た ち

• 

建築するってこういうことなんだ!

，苦慮する3 0代からの
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mJ IA' 日本趨篤学金大阪府趨築士会 C P D認定見学会

③会員 ・一般の種別 申込先 (社) 日本建築協会建材委員会

④職場名 大阪市中央区大手前1-7-31

⑤参加証郵送先友ぴ郵便番号 OMMビル7階 干540-6591

e漣 絡先電話番号 TEL. 06・6946-6981

をお知らせ願います。 FAX. 06-6946・6984

E-mail: ken-sha@aaj.or .jp 

クは、企画担当者を 、単行本化してこ 松政貞治 ( まつまさ・ていじ)

の「建築する人たち j の様々な顔を浮 末松利紀 (すえまつ・としのり )

かぴ上がらせたいという気持ちに駈り 中村勇大 ( なかむら ・いさむ)

立てた。 三漫文子 (みさわ ・ふみこ)

f30's EYEJ の企画に携わ った委員た 平山洋介 ( ひらやま・ょうすけ)

ちが2001年以降に「建築する人たち j 森田昌宏 ( もりた ・まさひろ)

の職場を訪問し 、インタビューをして 辻本智子 (つじもと ・ともこ)

まとめ上梓したのがこの書 『建築をす 松 本 正 ( まつもと ・ただし)

る人たち j である。

取材から年月は経過したが、その生い

立ちゃ30代をどう捉えるかというこ

とに主眼をおいたインタビューの内容

は新鮮さを失うことなく f建築する人

たちj にまとめられている。

え ん づ き や

購入ご希望の方は 、発行所 (国津喜屋

干臼 5-0011大阪市阿倍野区昭和田T1-B-4、

TEL'  FAX06田6622- 4466) へ連絡願い

ます。

・登場人物

長 坂 大 ( ながさか ・だい)

橋爪紳也 ( はしづめ・しんや)

花田佳明 ( はなだ ・よしあき)

吉井歳晴 ( よしい ・としはる)

堀木工リ子 ( ほりき ・えりこ)

梅 林 克 ( うめばやし ・かつ)

松井紫朗 ( まつい ・しろう )

長田直之 ( ながた ・なおゆき)

大谷弘明 (おおたに ・ひろあき)

中川 E里 ( なかがわ ・おさむ)

宮本佳明 (みやもと・かつひろ)

. イ ンタビ、ユア f30's町 E出版分科会J

芦田智之/ 有国吉弘/ 石井太志/ 笠原

正代/ 河合哲夫/ 阪国弘一/ 佐々木晴

子/ 龍野豪利/ 田中康/ 田畑重明/ 樋

上新治/ 増田昌彦/ 廻はるよ/ 山隈直

人/ 吉武宗平/ 米井寛

. 体裁

編集/ 米井寛 ・石井太志 ・吉武宗平

発行者/ 藤谷充代

発行所/ 園津喜屋

発行/ 2005年7月25日第一版第一刷

86判、224頁、本体2000円
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大正6年3 月に誕生した日本建築協会 本建築協会来日誌J 、さらに 1年後には おりで、パックナンノ ｾＭｊ ｕ ｉｩ 入希皇室は、

( 当時・関西建築協会) の、機関誌 「建築と社会j と改組し、今 日に至 日本建築協会事務局 ( TEL 06- 6946ー

「建築と社会」誌

特集一覧 ・1983- 2 0 0 4

は大正6i 1' - 9月に I1刻西佳築協会雑誌j ってL、る 。 6981、F A X 06- 6946- 6984) まで。

"  ' J  

1983 

v ol. 64 

1984 

v ol. 65 

1985 

v ol. 6 6  

1986 

v ol. 67 

1987 

v ol. 68 

1988 

v ol. 69 

1989 

vol .70  

1990 

vol. 71  

1991 

vol. 72 

1992 

v ol. 73 

1993 

v ol. 74 

1994 

v ol. 75 

1995 

v ol. 76 

1996 

v ol. 77 

1997 

v ol. 78 

1998 

v ol. 79 

1999 

v ol. 80 

2000 

v ol. 81 

2001 

v ol. 82 

2 0 0 2  

v ol. 83 

2 0 0 3  

v ol. 84 

2 0 0 4  

vol. 85 

と題して創刊 された。大正8年に「日 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売制li絡は1200円( 送料・消狩税合) 。

2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

・ 関西の ・ マイコンの ・ 計画における ・ 大阪駅と ・ 東海の将来 ・ オフィス - ・ プレストレスト ・ 軍30目的品約

述書E文化 を 建築への ・ 多緑化する ・ 雄策と コミュニトシヨ ターミナル ・ 維持管理と と文化を インテリア 鉄筋・コンタJ ・ 大臣埴同際文化 ・ 集合住宅と

与える 利用 運動施設* 品 質 問 ! / げ 附 ト ピル 制 限 新 考える の変革 →構造 スポーツホ-t 生活音

ション

・ 21世紀への聞j I j - ・ |対面の ・ ピルの ・ まちの活性化 . みどりと ・ 軍31目前崎稿者 ・ 光1; i5H1

魅力ある 脳同防ピル リ7 レッシュー ・ 主ll; 没産業と ・ ft 環境と と商婁空間l ・ ii'ilJ i設耐uの それをとりまく ・ (.::]齢化相 会 ・床の梢工法 ・ ディテーJ レ γ ステムと

まちづくりを闘う *  内舛曹団陣a葡 ロポット閲覧傘 法制度 ・ 京都駅南ロ ポイント 人 々 * と生活空11¥1 のJJ. t先日 ill 築

の理詰n 襲ー 牟 再開発ピル$

・ 自111陣式への置 ・ 情報化 を ・ ホーJ レー ・ 建物の表情一 ・ lli 築と水の ・接合一人体と ・ 村野藤否の

・ 大阪i 1' l 物語* ・ * 海の現在 一世筆家安井餓 めぐる建聾 それが生み 最近の ・ 大阪国際 九日11¥ ・ /$，1，と他l;!t 挫築にみる 一l軒i:c ・ 首¥3 2 1m 

と近未来 . 控納の叫基躍艇を 柿脚市刷ヲ可判l作川E内h什k 戸す文化一 外1虫芭材料 見跡本判司市硝I繍新会鋪場 Ｎ ｾ哲ｼド Ｑ 戸 耐附 ｦ 型 . スポ卜一、ツ' : ; .川 日叫盟師直釦訓1背 附 ↑

与える J  1";'  ':1 ＮＮＮｸＮＮ ｈ ｊｾ＠ :n .::u' f " ' ' M "'f!. li叫ffl ; 1lf • l:Ilt: ui ，ITTJ: ii，* ぐる東海

- これ川町 ・ 対 般ーその ・1Rfi;zム ・ インテリジェ ・ 鐙築防災 ・ 聞尭ーその創造 ・ インテリアー

住空Inト肺型 デザインと l h  ントピルの ・ 均 体首総 と法 ・ 2 11世紀の 的仕掛けの瞳を ・ CA D- ・ オ7 イ地1 "1 ・ 第 33 1D! イタステンション

聾合住宅にみる 索材 ・ これからの 佳聾設備 と生、共臼築 ・ 大阪市庁舎 住ー己と d 備 もとめτー その応111と展開 の構成 ;';"1'，1主術者 とリニュー71.

防水工法 計画 (第 2JQJ) ・ ツイン 21

. J討 議 保 管 ・ 盟物と町並品の

・ 入浴物 ＿ｬ ｾ ・ J腐食 ・ 創立70周年 ・ 脱却J する 胞i没 ・ 宝内の仕上床 ・ 駅 ・ 行政lli 築家 ・ シティホテル ・ 宝塚の 接点 ・ 百¥3" 1"1

記念丹 東海へ ・ 大阪府立 の可能性 の設備 街づくり本 ・ II({利投; n- Yi :i l三技術者

体育会館 作品集

・ 軟弱地織 ・ 設備における . '1' 国地方町展望 ＮＧ ｉ ＢＧ ｽ ｊ ｾＮＢＧＢ＠ ・集合住宅の ・ 首¥3  51D! 

・ ホテル物的 と基礎 L5Cと ・ 辿物の外装 ・ /:11心1;!1住 とひろしまの ・ 2 1世紀への . 制 振 * ・ ，t!.l/. :6照f 1"i5 リブレ〆宇 和 問 術 者 ・ 訓狩テレビ

・ 文化と伝統J l [ . 醐tiE持品 円レツソ日 まちなみ ＡＡＨＡｉ ｾｊ＠ 事 を考える ・ 大阪i i i h . 800: J Bme

梅からの朝#; . 1'1' :，'，-.u 

.  ' ) ゾート 11'制 ・ 色のl W1fi ・ '( i 力化の ・ 構造の肯! J f t ・ 郷市環境n' 槌

.  ＯＱＡ ｩｾ のせる ・ 竹中 工務脂 ・ 酬の新建築 ための材料 ・ まちづくり ・ m覧会と ・ 刷叫官 ｉｉｾ . 雌とアート ・ 制限大阪支臨 と設備11 • W， 36 恒l ・ Jil 近の怖覧会

輸送設備 創立制司年宜主 と伝統技術事 工 法 と世、 まちづくり と波川i 理事設計部作品集 ・ ユーザー書IJ1 ，'I'l o技術♂針 パピ リオン

のハウジング

. ] i 海の都千li ・ プレハプ ・ 控聾車のための ・ 肉強度化一 ・ やわらかな ・ /: l l i Iiのナイス ・ 第 37 匝l ・ lii 組盛一盟物の

・ 川 Ｚｉｾ 住宅 ・ ニr タウン ;l;k!iJ1 ・ スケール感 住宅技術の ・ |主|際花と A f11??4ス 設計の多様化 住宅管理! プレイJ ，. Ｇ ｉｾ ｩＺｻＧ ｾ 技術者 朗舶の時代

のデザイン . ) レネサンス ・ 佐賀市文化会館* 現在と未来 緑の Wi 覧 E ピルによる をめざしてー$ ユーザーの ・ 兵庫県 'i ! i綿 ・ 和歌山県の を迎えての

ケー日夕刊 C " ， ' - - - 1党側 の歩み 展望と量観$ 外装材

・ 新しい柿rI 1 ・ オフィス ・ 戸海支部 ・ 今、 J;( 師 ・ ill 築と土木 ・ 理事をめぐるトラ ・ 空間の7 イデン ・ 自治体住宅 ・ ill 築と土木 ・ スリムでタフな

空 IIUづくり . Jよるla釘 世話30周年 ・ 大阪東京海上 ・3252232 ・ 耳目総本社ひ ・ 一般1，: }* プルとその解桂 子1' 1' j 政聾への提言 一的逃校術 . 2LLLhL

- 1ー づくりー lトー 干 与 ビルディング 商E ピルによる ・ 近畿地方建設 ・ 盟謹現場町イメ ・ きんでん写真集 ・ 大林組掛l 主 の ｉＡｴ ｾト を与える

a  ・ 辿擦の風景 n w恒 ケース日デ，- 日包絡部 ージ Ｗ ップ ｉｾ 鞍 ・ 大建設計 ＴＰ 周年 1  0  0年記念 ・ 事38回世哨li" ｾンポジ ウム

・ 拶物，f l . ト ・ こだわりの ・ 建築と ・ 臨まのための ・ 街側、住まい ・ 本構造を使っ ・ 接将一 ・ '1' 困地方の ・畠白て伊の ・ いま雌教育

人がかわる、 インテリア デザイン 語障担l講ー集合 ・ j峨 環 境 制り一世宅部 てみませんか 也聾分野への 町並みと建築 . R13; お に何が期待 ・ Jit のかたち

削 州- 3 盗塁i - 脚支部一・ f勢T:詑2型哩 時州代伽t の述鵬築 l霊i ?特i鍛臨昨空 :立郊i鵠1:ι 二 観削り立悦制き刊可臨帥性 諮認 Ｒｊ［＿＿＿ 芯却制机Ｇり仏門ｾ，、

. 郁盟繍圃肯附管4品t締揖作 .  現境一 . ，映吹画の '司中iドgの . 生叫挫』主l第のF同} 生 . 国際{的均，1- ト . 軍似4咽青附f品附

. 車畑佃盟聾抑事萌所 . 大阪府営繕 . 東海の主術由飢Il . 市民劇場の 限り晶Mる自然 . 柿刷T司li の インテリ 7 一構附遺技筒の ナ- γ ツプの . 綿布1:0) ・ /:IlI li 型住宅 ・ 鵬一人に

制立曲周年 ， <<'1物館 舞台設備 と建築との スカイライン ・ けいはんなプラ 世間l一 可能性 まちっくり 再考 やさしい空間骨l

.i! Z作品聾 かかわり ザ住友ホール ・ 大阪市営純 遣をめざして

・ コピー文化の . 九州のインス ・ 伊勢 ー神宮 ・ ill 祭のエヰ ・ 明日 にI品川、 ・ 11空11¥1にお ・ まちなかの ・ 水 と 建 築 ・ 也事設歯のCG ・ 構造，，- - ・ 第 '11 回

新時代 タレーション 式年遷宮と J レギ- : ，. <ス って一会日 ・ L 、ま、医療 ける眉i どこ 看板 ・ 日 本 建 築 シミュレーション 挫描の '1'のJ < '，'1'1三技 術 8

・ 広自の蹄制 l と貌 神宮界限* テム 作品 *  施設は ろへの悦点 ・ 竹中工務応 総合試験所 ・ 村野、縦揺 ・ 集合住宅l型地 ・ 関西国際空港

7' ) 7麓世大云 のJ l > 合住宅 '1>務 所 リ ニ ュ ー 71レ

・ 光がつくる ・ 飛 別 ・美泌 ・ トイレから ・私 の 笠 11¥1 ・ 新しい「都 ・ 縫製構造と ・ W， 42 [!j[ 

風合の世界 ・ 音ー騒音から まちの活性化 ｲｾｴ｣ 都市 ・ トイレ空I/ ¥J ・ J富合 ・ ユニバーサル 作法一会U ili ・挫築J ｾｪ 会の接点 ・ ライ Ｗ ライン j"i :i l三技術者

*  操音/ 創音へ と地方文化・ 文化 ・ コスモタワー デザインとは 作品 の視点 * ・ 日 挫 制1'. と也聾設備事 ・ 滋賀県建築課

- 阪神大震災 ・ 大臣府住吉 ・ i道iIーその ・ 立 体!llI ll .ij. j ・ 毘¥li !  ｪｾ 常時に ・ マルチ ・ 沿新の大脱脱 ・ 弘司空間作法'96

から学ぶ 供給公社側立 地方振興と 設備 生きる法体系 ・ いま、プール ・ 住まいの メディアが ・ キーコンセプト スポーツ競技 ・ 九州の元気 ・ 由o回官制揃古

• 30周年記z* 文化 *  ・ 大ｾ ， ｬ 世 ［｝ Ｑ ・ OAPタワーズ がおもしろい 未来 i撃 つくる [Il掛l の新時代 施設の設備 ・ りん〈うの1作111 ・ 近世地世世綿描

• ｩｬｬｾ 高のロン ・ 車梅宣車全日作品 ・ 倒立80周年: f 2 ・ 11む空間lの ・ 斬エネルギー ・ 9 ロスワード ・ 壬ザイ 9冊市 ・ 私の空IIlJ ・ W. 4  4  1"1  

グライフ 化 ・ 鉄るのがたり ・ 鍬臨ー風土 t I世聾と此社会 ・ 本E盟事相円伝桂 復興ー法制置の ・ 紫材の不思議 ・ 1:1:宅， /$il ， 市市OSAKA のl; t むかたち 作法 -I'f年技術者

をめ ざして ・ ｾｕｗ ，鍛 ｉ - 80人町冊一・ 世情と初11* Ime覇防開ト ・ 大阪ドーム 幣備公l剖改 *  ・ ｈ 百 ｩ 事 ｊ ｾ 世 Ｓ Ｑ 一合u作品一 ・ ｊ ［ Ｈ ｲＮｾ 駅ピル
・ 住鼎公団聞西支社 Ｂｉｴｾ への Ｑｍ［｝ 40 I市年

・ 析しL、まちづく ・ Concrete ・ 東海支部 ・ 心と 1* を ・ 也築設備- . ill 築への訓 ・ ゆれをとめる ・ 且の空|日|作法 ・ 盟41附 特 例

りの予感 ・ 九州と iJ!-よし 会t : l 作品 ・ 街並みの簡/ ) ¥ ・ 生活fi 1J j ' ，j の ・ 地味烈成 元気にする ピルメンテナン 百， 98  たえる技術 ・ 2001年町[ t j ( ・ 駅とともに事んだ
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今月の表紙

企 画 紙 杷健一

企函・写真 伊藤 彰

表紙デザイン 伊藤 彰

夜になると発光体となり 、

心斎橋のランドマーク

とな っている心斎橋OPA。

建 築 と 社 会 1917年 創 刊 第86集 通 巻 10 01

A rchi t ect ure and Soci et y 

J OURNAL OF THE ARCHI TECTURAL ASSOCI ATl ON OF J APAN 

ガラスフロ ックの外壁

デザインが美しい建物で 、

震外側はその存在感を

消すように線材で構築

されたバルコニ ーで積

われている 。

目次 2005 8  

特集・

その真下に立ち、空へ

と視点を向ければ、線

材の繊細な垂直水平ラ

インが幾重にも重なり 、

建築C A Dのワイヤーフ

レーム画像のような不

思議な世界が広がる 。

(枇 杷 健一)

[ 総論]

[各論]

. 特 集予 告

9 月号/ 火から守る

10月号/ 構造の過去から未来へ

11 月号/ 私の空間作法

12月号/ 第52回青 年 技 術 者
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改正建築基準法と景観緑三法

~安全 ・安心 のまちづくりと良好 な景観形成に向けて~

景観法の制定と今後の展開・岸田里佳子

既存建築物に対応した建築基準法の改正・今村敬

景観法の制定と京都の景観形成の取り組み・江田頼宣

既存不適格建築物の増築等〈全体計画認定制度と基準適用の

合理化 >. 岩田純一

斜面地マンション問題等への対応、 〈住宅地下室の容積率不算入措置

14  

18  

21  

に係る規定の見直し〉・村川博敏 26 

防災空間の確保と土地の有効活用〈一 団地の総合的設計制度と

特例容積率適用地 区制度〉 ・野村彩 28 

既存建築物の安全性の確保 〈定期報告 ・検査制度の充実〉 ・中昭良 一 30

. 6- .tI:::. 

コ"" "コ

作品作風

若き創造者たちへー 第52回青年技術者特集号へのお誘い一 .私の空間作

法ー会員作品特集号一作品募集.建材委員会主催工場 ・ショールーム見学

会一 日本インシュレーションを訪ねる一 . r建築する人たちー アーキテクト ・アー

テイストの素顔一j ? 月に発行

大阪府立大学工学研究科物質学舎 ( 仮称)

兵庫県立津名高等学校 8  

西淀川区役所 ・西 淀川図書館 ・水道局歌島サービスステーション ・10

西淀川備蓄倉庫

gallery 12  

法令 コーナー

新建材の頁

Round the Clock (troika) ・井上雅祐

民間提案型の都市計画( 神戸三宮駅南地域) ・和測大

エパーライト - NF NR・森川 務

33 

34 

地球環境時代の建築 と横断的思考- r建築デザインと環境計画j 35 

( 柏原士郎編著 ) - ・漬恵介

ひ守っく り仰天のサ ンフランシス コ+ 万国博とアパ ート 36 

・監修: 石田潤一郎

「建築・まちづくり ユニバーサルデザインシンポジウムj 神戸で. i改正建築基 37 

準法・同施行令等の解説J 講習会. i 自然の叡智~オーストリアのデザインと

建築J シンポジウム. i ビオ卜ープ管理士資格試験J .菅井 汲展ー アート・ 遊

.  i無言館 遣 された絵画展~戦後60年いのちの証- J .戦後60年のミ二

戦争展 . 2005イタリアポローニャ国際絵本原画展. シルクロード展. 大阪市立

美術館で 「ミラノ展J .五百域文哉、 百回忌展. 親子で楽しむ狂言教室.第37

田中部建築賞公募.オーストラリア視察ツアー募集

月間の動き 平 成17年 6 月分

書評

設楽貞雄外遊日記

information  
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出甲

言it 言十・

大 阪 府 建 築 都 市 部 公 共 建 築 室

建 築 : 久 米 設 計

設 備 : 新 日 本 設 備 計 画

監 理園

大 阪 府 建 築 都 市 部 公 共 建 築 室

建 築 : 上 堂 建 築 設 計 事 務 所

言ｾ イ 蒲 Ｚ 潮言Ｚ￭ ｈ 蒲コンサ ル タン 卜

施 工・

建 築 : 浅 沼 ・三星 ・大 日 本 共 同 企 業 体

気 : 九 電 工 ・野 里 共 同 企 業 体

機 械 : 新 菱 ・鳳 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

ガ ス : 大 阪 ガ ス

E LV : 日 本 エ レ ベ ー タ ー

大阪府立大学工学研究科物質系新学舎(仮称)

物質系新学舎は、「持続可能な施設 フレキシビリティー」、「単純明

快 な 施 設 桝 成 シンプノレJ 、阿部斉性に配地、した施 設ーエコノミー」、

「安全な施 設 セーフティー 」、「環境への配J.&，ー ア メ ニ テ ィ ー 」 を

コンセプトとし、さらに環 境負荷 低減、 地 球 環 境にやさしいエコロジ

カルな視点を取り入れ、サスティナフ φ ルな新学舎の 実 現を ｊｊｾ 図した 。

平 面中央 ｴ ｾ ｩ ｓ の「実験室ゾーン」 、 東西道路に而した「居室ゾーン ｪ 、

コーナ一部の 「準実験室ゾーン」 の 3 つのゾーン区分を図り、ゾー

ンごとにフレキシブルで高機能なさを|i討を計画した。 r多忍験室ゾーン j

は、将来の間 仕 切 り変更に対応する乾式化 を図り、床面にはピット

を設け床上配管方式とした。 また、天井材を設けない乙とにより、

メンテナンスが容易に行える計画とした。 尖l験室外壁面には、設備

配 管 ダクト類を納めるオープンシャフトとバルコニーを設け、実

験内容の変更に伴う維持更新が容易に行えるよう酉政恕した。

m四百i r属室ゾーンJ .  r準 実験ゾーン」 の外壁は、壁面の圧迫感を

緩和 lする分節したマッス 桃成 と し た。南 北 而 「笑験室ゾーン」の外

壁は、オープンシャフ トとバルコニーの形状をそのままあらわした

メカニカルな構 成 とし、新学舎のコンセプトである「フレキシビ リ

ティー」や「セーフティー」を視党化 し、 研究内容の機能性を表出

した、工学系施設 ら し い外 観となることを意図した。

Ｎ ￸ 宣 ゾＭｾ
準実厳重ゾーJ

所在地一一一大阪府螺市学園町1-1他

敷地面積一一- 4 74 ，785. 34rrl

建築面積 一一一 3，595. 94rrl  

延 床 面 積 一 一 19，965. 53rrl

4荷造規模 一一一 R C造、地上6階、塔屋1階

工 期 一一一2003年10月- 2005年 3 月

( 浜田信行/ 久米設言 1')

居室ノーン 平面倒成図

最 寄 駅 一一一 大阪市営地下鉄御堂筋線中百舌鳥駅

煩 影 ー ーー河 合止揚



管 理 棟 正 面

V 野外ステー ジ

所 在 地 一一一 兵庫県淡路市志筑字石神 185

敷 地 面 積 6 7，3 9 1 m 

建 築 面 積 一一一 5，7 1 9 m

延 床 面 積 一一一 14，388m

構 造 規 模 一一一 R C、 4 F

工 期 一一一2003年 10月- 2005年 4 月

1畳 影 一 一 一 エ ス エ ス 大阪
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言宣言十・

兵 庫 県 県 土 繋 備 部 ま ち づ く り 局 営 繕 課、設備 課

小西建築言宣言十事務所 (構 造 設 計)

佐 藤 総 合 計 画 ( 設備 設 計)

工 事 監 理圃

兵 庫 県 県 土 整 備 部 ま ち づ く り 局 営 繕 課、設備 課

施 工・

(校 舎 棟) 建 築 : 浅 沼 ・銭 高・森 長 ・太 田 土建 特 別 共 同 企業体

機 械 : ツ 夕、

電 気 : 小田 電 気 工 業 所

昇 降 機 : 日 立製 作 所

(体 育 館 棟) 建 築 : 柴 田 ・出 雲 特 別 共 同 企 業 体

機 械 : レ イ ダ ン

電 気 : つるでん

太 陽 光 発 電 : 中 村 電 気 工 業

(プール部室棟) 建 築 : 寺 西 工 務 庖

機 械 : 三 原 ガ ス

電 気 : 谷電 気 工 業 所

兵 庫 県 立 津 名 高 等 学 校

老 朽化の著しい旧校舎からの移転建て替えである 。|日校舎が旧津名

11汀 ( 現淡路市) の市街地内に立地 していたのとは対照的に、新校舎

はまちはずれの小高い山への移転であり、景観等に配慮、しながら特

色ある学校づくりをめざした

. 景観への配慮、. 山の一部を造成して校舎を新たに建設したが、校

舎の配位計画に際しては以下の点に考慮した。

1. 自然の緑をできるだけ保全するために造成範囲が最小限となる

ように建物を配置する 。

2. 自然の景観に配慮、し、 山の稜線を損なわないために建物のボリ

ュームを極力おさえるよう言|画する 。

*f，'{ 準的な校舎の配置言 ，.j函である東西方向に長く延びた計画では大造

成となり、また、建物を高帰化すると稜線を越え景観を損なう 。 そ

こで、今回の計画では建物の高層化 を避け、よりコンパクトな配位

昔|一画を実現するため校舎全体を五角形とする配置とした。

. 環境への配慮・県立施設のひとつとして省エネ対策等の環境問題

へf l ' l 極的に対応するために、また、生徒ひとりひとりの環境に対す

る意識を向上させるために以下の計画を実施した。

1. 太陽光発電システムの採用

( 体育館の屋根に7 5 k W相当の太陽光発泡パネルを設位)

2. 雨水再利用システムの採用

Ｈ設 備事ｾ の 地 下に ＱＰＰ ぬ ｮ 分の雨水 Ａ行 ｚ 水糟を設位して 、 便所洗 ｲＭ ｉ Ｇ 水と

して再利用)

3. 建物の一部を木椛造化

(体育館の小屋 組に兵庫県産杉材による大断面集成材を使用)

・「夢J と「希望」のある学校づくり

少子化や犯罪の低年齢化 など子供をとりまく社会環境が刻キと変化

していく状況の中で、 「夢J と「希望J のもてる学校づくりをハー

ド而から支援するために、特色ある学校として以下の点を考慮、した

意匠計画とした。

1  . 旧校舎に設置されていた創立70周年記念モニュメン卜であるカ

リヨン( 自動演奏機能付ーの鎚) を新校舎に移設し、 「カリヨンの

塔」として学校全体のシンボルとする 。

2 . 五角形に配置された校舎の 中庭に 円形劇場をイメージした広場

を設け、屋外での行事に活用できるように ｾｉｾ 備 する 。

3. 学校全体のデザインに特色を持たせるため、桜準的な学校建築

によく見られる白い無機質的 な箱物デザインを避けて、 「カ リヨ

ンの搭」を 中心に中| 立洋風建築をイメージしたデザインで学校全

体を統一する 。 ( 兵庫県ー蛍繕i l l l ! )

1 階吹抜け見よげ

企 ? リ ー ナ

V プール





由甲

施 主・

大 阪 市

言宣言十監 理・

大 阪市 住宅 局 営 繕 部

類 設 計 室

新 日 本 設 備 計 画

施 工・

鴻池組・問 ・高松共同企業体

西淀川区役所・西淀川図書館・

水道局歌島サ- ビ、スステーション・

西 淀 川 備 蓄 倉 庫

IIlli 淀川 区役所( : 保健福祉セ ンター含む)J I西淀川 図野餓J I水

道! 日i歌 山 サービスステーション J I西淀川 備蓄 倉 庫」 の級合施 設を

設計するにあた って、 今後 開発さ れていく周辺の街並み形成を先導

するとともに、区民に ｉｊ ｾｊ かれ、さまざまな活 動 がしやすい 施 設を目

指した。

交差 点に而する建物コーナ一部には凹型1111函のガラス壁面を設ける

ことで、 1;kWl 上のアイキャ ッチにするとともに、 V 字形状をなす 2

つ の 前而 道路 と平行に、質感ある 外壁而を設けることで、将 来 の 街

並み形成の基点となるようにした。

J也|併の図的館 は、 2 つのサンクンガーデンに向 けて 配位し、天井市i

さ3.5メート ル とす ることによ って、 地下の イメージ を払拭 しつつ、

交通 J誌の多い外部のl喧l咲から 切 り離 され た、 静寂 で明る い空間 を形

1戎した。

庁前広幼は、 1 階メインエントランスの シ リンダーと 外部階段 で、

サ ンクンガーデンと 地上|皆を一体化し、日常的 に地域のひとびとに

利 用 される立体 的な空間 とした。

新 し い 庁舎が今後区民に親しま れ 、さまざまな活動 の舞台とな って

いくことを風頃ってやまない。

④ 

所 在 地 一一一 大阪市西淀川区御幣島1・2- 10

敷地面積 一一一 3，813.56ni

盤築面積 一一一 2，287.45ni

延床面積 一一一12，782.36ni

4荷造規模 一 一S R C、6F 、8 2

工 期 一一一2002年 9 月- 2005年 1 月

最 寄 駅 J R御幣島駅

織 影 一一一伸和/ 野口兼史

(本田英語/ 類設苫|筆)

1 階 平 面 図 1  :  12∞ 



時計の一体成形という試みにより 、グラフィックとしての二次元要素と

プロダクトとしての三次元要素を融合させて新しい時計のカタチを

っくりました。あらゆる方向から眺められる掛け時計です。

加工: アルミニウ ムプレス成形

ミラー仕上げ ・塗装仕上げ

troj ka ( トロイカ)

丹呉由紀子 Yuki ko Tango 

19，:お年 武蔵野美術大学インテリアデザイン科卒業

1鈎8年 ロイヤルカレ ッジオブアート 、大学院プロダクトデザイン修了

1鈎 8年 Ron Ar ad Associ ates Lt d. 勤務

鶴丸祐子 Y uko Tsur umar u 

1  ｾ腕年 武蔵野美術大学クラフトデザイン木エコース卒業

1ぬ9年 ロイヤルカレ ッジオブアート 、大学院プロダクトデザイン修了

2α 氾年 Ber gne Desi gn for Manuf act ure 勤務

Hel en Haml yn Reser ch Cent re (ロイヤルカレ ッジオブアート)

にてプロダクトのリサーチ、ザインを勤める。

笈 間 年 Ron Ar ad Assocuat es Lt d. 勤務

2∞1年 troj ka としてロ ンドンにで活動開始

以降、ミラノサロ ネ、東京デザイナーズウィークにて作品発表、

富山プロダクトデザインコンペティション入賞

企画編集井上f僻右 (作品作風小委員会)



特集

改正建築基準法と景観緑三法

~安全 ・安心のまちつ、くりと良好な景観形成に向けて~

平成16年 6 月に、これまでとは目的趣旨を巽にするという面で画期的な法の改正、 制定が

行われた。その一つは、平成16年 6 月 2 日に公布された 「建築物の安全性及び市街地の防

災機能の確保を図るための建築基準法の一部を改正する法律」であり、もう 一つは景観緑

三法と呼ばれる「景観法J I景観法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律J 及び 「者11

市緑地保全法等の一部を改正する法律J が 6 月18日に公布された乙とである 。との改正法

等については、 一部を除き、景観緑三法は公布から 6 カ月以内施行、改正建築基準法は l

年以内施行 とされ、こ れまで政令の制定、ガイドラインの公表等が行われ、その内容が具

体化し、施行されたと乙ろである 。

今回の改正、 制定が画期的で、あるというのは、まず建築基準法はこれまで積極的な対策を

講じていなかった膨大な数で存在する既存建築物( 既存不適格建築物) に対して初めてメ

スをいれようとしたことである 。 これは平成 7 年度の阪神・淡路大震災で浮き彫りにな っ

たフロー、ス トックを含む建築物の安全性確保の課題に対して、フロー対策として平成10

年に雌認検査業務の民間開放による行政の違反対策への重点化や中間検査制度の導入等を

行い、完了検査率の向上などフロ一段階で、の安全性確保については一定の成果があが った

乙とから 、残された謀題である建築物スト ックの安全性確保のための監督の強化や規制の

合理化などの対策を講じたのが今回の改正である 。

また、 景観緑三法は地域の歴史や文化、風土に根ざした美 しい街並みやすぐれた景観に対

する住民等の意識の高まりの中、これまで、全国で、500以上の最観条例が制定され地域独!

の取り組みが行われている乙とを受けて、地域、 地方の取り組みをより実効性を高める趣

旨で制定された法律であることも、これまでにないことである 。

本特集はこのような法律の胞行内容を紹介するとともに、今後の運用のあり方、課題等に

焦点をあてて安全・安心のまちづくりや良好な景観形成などの面でどのように展開してい

くかについて取り組むものである 。

法令分科会・山口一郎

総論

景観法の制定と 今後の展開/ 岸田里佳子

既存建築物に対応した建築基準法の改正/ 今村 敬

各論

景観法の制定と京都の景観形成の取り組み/ 江田頼宣

既存不適格建築物の増築等 〈全体計画認定fljlj 皮と基準適用の合理化) / 岩田純一

斜面地マンション問題等への対応 〈住宅地下室の容積率不Z ? : 入借世に係る規定の見直し) / 村川博敏

防災空間の確保と土地の有効活用 〈一団地の総合的設計制度と特例容積率適用地区制度) / 野 村 彩

既存建築物の安全性の雌保 〈定期報告 ・検査制度の充実) / 中 H自良

本特集企図J l ! 当

片岡正和/ 坂中信隆/ 鶴田手11幸/ 野村彩/ 湖上省二 / 宮本佳W/ 山口一郎/ 山根正利



景観法の制定と今後の展開

岸田里佳子

2005年 6 月 l 日、我が国で初めての、 景観についての総合的な

法律である「景観法j が全面施行された( 昨年12月に一部施行) 。

景観に関する法制度としては、これまでも、都市計画法に基づく

美観地区、 風致地区および伝統的建造物群保存地区などの地域地区

制度や、古都における歴史的風土の保存に閲する特別措置法などの

個別立法が措置さ れていたが、 「景観j そのものを正面から 捉えた

総合的な法体系は未整備の状況であった。景観に関する総合的な法

律の制定はかねてからの課題であり、今回の景観法の制定は、我が

国における景観行政の歴史において、画期的なものであるといえる 。

また、景観とのかかわりが深い屋外広告物と緑地に関する規制に

ついても、景観法と 一体的に改正・拡充を行い (1景観緑三法J と

して国会で一体的に審議された) 、 景観に 関する主要な要素につい

て一体的に制度を整えるととにより、総合的な景観形成の効果の発

現が期待される 。

景観法制定の背景と理由

近年、経済社会の成熟化に伴い、人々の価値観も 量的充実から質

的向上へと変化 し、 個性のある美しい街並みや景観の形成が求めら

れるようにな っている。住民や地方公共団体の景観に対する関心も

高まってきており、これまで、全国各地で500以上の景観に関する

自主条例が制定されるなど、良好な景観の形成に向けた取り組みが

進められてきた。 しかし、いわゆる自主条例においては、規制手法

として届出 ・勧告にとどま っている場合がほとんどであり、いざと

いうときの強制力がない「お願い行政j にとどまってきたという限

界があり、必要な場合に一定の強制力 をも行使し得る法制度の創設

が求められるようになってきた。

こうしたことから、国土交通省が平成15年 7 月に発表した「美 し

い国づくり政策大綱j 、及び政府として、決定した「観光立国行動計画j

景観計画区域

( 都市計画区減外でも指定可能)

景観協議会

. 建築物の建築等に対する届出 勧告を基本とするゆるやかな規制誘導

・行政、住民、公共施設管理者

などが協議を行い、景観に関

するルールづくりを行う

景観整備機構

• NP O法人や公益法人を、

景観行政団体の長が指定

- 景観重要建造物・樹木の

管理、耕作放棄地等の利

用権の取得等を行う

14  建築と社会 ・2∞5.8

. 建築物 ・工作物のデザイン- 色彩については、条例を定めることによリ変更命令が可能

・「景観上重要な公共施設j の整備や「電線共同溝法j の特例

. 農地の形質変更等の規制、耕作放棄地対策の強化、森林施業の促進

景観協定

・住民合意による

きめ細やかな景観に

関するルールづくり

景観重要建造物・

・景観上重要な建築物 ・工

樹木を指定して積極的に

景観地区

( 都市計画)

* 都市計画区域外においては準景観地区

- 都市計画の手j去を活用して、より積極的に良好な景観の

形成を図る地区について指定

. 建築物や工作物のデザイン・色彩、高さ、敷地面積など

についての初めての総合規制

・廃棄物の准積や土地の形質変更などについての行為規制

も条例に定めることにより可能

行為規制と支援の仕組み



において、「景観に関する基本的な法制の制定」が位置付 けられ、

これらの背景の下に、景観法が制定された。

景観法の内容

景観法は、まず大きく基本法的部分と 実効法的部分に分かれる。

基本法的部分として、良好な景観の形成に閲する基本理念、園、

地方公共団体、事業者、住民それぞれの責務を定めている 。

実効法的部分には、 具体的な規制誘導等の制度を定めている (前

頁の図) 。景観法においては、 地域における景観行政を担う主体と

して、「景観行政団体」と L 寸概念を設けている( 都市計画規制で

ある景観地区、 地区計画及び景観地区に準ずる規制である準景観地

区は、市町村が行うこととされている) 。乙れは、現状の景観行政が、

都道府県、市町村それぞれに自主的な条例に基づいて行われている

とLヴ実態を踏まえ、都道府県、市町村ともに景観行政を担い得る

とした上で、同一の行政区域について、都道府県および市町村が重

按して二重に行政を行う事態を避けるために、 jf{ー観行政を一元的に

担う主体を決定することとしたものである。

景観行政団体が定める、 景観行政の基本となる計画が「景観計画J

である 。景観計画が定めら れた区域 (r景観計画区域j という) に

おいては、建築物の建築など一定の行為を行う場合に届出が必要と

なる。届出された行為については、景観音|画にあらかじめ定め られ

た基準に従い審査され、必要な場合には勧告がなされる( 建築物及

び工作物の形態意匠については、変更命令を行うことが可能) 。

また景観計画区域を対象として、民間によるソフトな誘導の仕組

みである「景観協定」、シンボルロードなどにおいて利害の巽なる

関係者が一堂に会して景観上の諜題を話し合う「景観協議会J 、面

的規制では十分に担保することが難しい景観上重要な建造物や樹木

単体を保全する仕組みである「景観重要建造物・最観重要樹木j 、

などの制度を活用することができるようになっている 。

さらに、こうした規制 . 誘導の仕組みに加 えて、 i長五

観に関するマスタ一フプ。ランJ としての役剖も担つている 。景官鰐観7翼i問言計計十A画

において、 他法令に基づいて整備 ・管理 ・規制等が行われている多

様な事柄を、景観の観点から調整を行うことが可能とされている点

が、今までの地方自治法に基づく条例による取り組みと 比較して、

大きく異なる 。具体的には、

・道路や河川等の景観上重要な公共施設 (i 景観重要公共施設j と

いう) について、整備に関する事項や占用の許可等の基準を定める

ことにより、公共施設と周辺地域の景観形成を一体的に進めること

が可能

• r  j設観農業振興地域整備計画に関する基本的事項」を定める乙と

により、農業振興と景観との調和を図る景観出業振興地域整備計画

を景観計画区域内で定めることが可能

• i 自然公園法の許可の基準」を定めるごとにより、自然公園区域

内の建築物等の色やデザインをきめ創11かく誘導することが可能

• i屋外広告物に関する事項」を定めることにより 、景観行政団体

である市町村が屋外広告物条例を定めることが可能( 従来は、都道

府県・政令市・中核市のみが条例制定権を有していた)

などが挙げられる 。

乙のほか、景観計画よりも、より積極的に景観形成を担保すると

とが可能な制度として、市町村が定める都市計画である「景観地区」

( 都市計画区域外においては、市町村が条例で定める「準景観地区J)

等の仕組み、景観重要建造物等の管理や提案を行うことができる「景

観整備機構J ( NPO法人、公益法人を景観行政団体が指定) の仕組

み等が措置されてL 唱 。

( 1  ) 基本理念

基本理念は、良好な景観の形成を図るための基本的な考え方を示

したものである 。

良好な景観は、美しく風格のある国土の形成と、潤いのある盟か

な生活環境の創造に不可欠なものであることから、現在及び将来に

わたる国民共通の資産として認識し、良好な景観形成のための取り

組みを継続的に進めなければならないということ、良好な景観は、

地域の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動等との調和によ

り形成されているものであり、その整備・保全にあたっては、これ

らに配慮し、適正な土地利用を通じてなされることが必要であるこ

と、 地域ごとの個性や特色を活かして地域色盟かな景観となるよう

に、 地域住民の: 志向を踏まえつつその形成を図る必要があるという

ことなどを示している 。また、良好な景観の形成は、単に現にある

良好な景観を保全することだけでなく、新たに良好な景観を創出し

ようとすることも対象としていること等について示している。

なお、法には「景 ｲ￸ｾｊ について特段の定義を置いていないが、こ

れは、すでに他法令( 電線共同満法など) において、特段の定義が

なく用L、られていること、また、良好な景観は地域ごとに異なるも

のであり、統一的な定義を置くことによって、結果的に画一的な景

観を生むおそれがあることによるものである 。

( 2  ) 景観計画

①景観計画の策定

景観行政団体( 都道府県、指定都市等または都道府県知事と協議

して景観行政をつかさどる市町村) が策定する。景観計画を定める

にあたっては、公聴会の開催等住民のな見を反映させるために必要

な措置を講じることとしている。また、住民等は景観音卜画の提案を
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することができる 。

①景観計画区域における行為の規制

長観計画区域内の建築物等の建築等に関して届出 ・勧告による規

制を行うとともに、景観行政団体の長は、必要な場合に建築物等の

形態または色彩その他の意匠( 形態意匠) に関する変更命令を出す

ことができる 。

P景観重要建造物及び景観重要樹木

景観行政団体の長は、地域の景観上の核となるような景観上重要

な建造物工作物、樹木を景観重要建皆|勿または樹木として指定する

ことができるようになる 。景観重要建造物または樹木として指定さ

れた場合には、現状君主賓についての許可が必要となる 。ただし、景

観という見た目の重要性の観点から指定するので、内部は自由に利

用することができる。指定された場合、市町村の条例により、建ぺ

Lミ率制限、斜線制限、道路内建築制限などの建築基準法の規制緩和

が可能となる乙と (大臣承認が必要) や、建禦物及びその敷地の相

続税の適正評価がなされるなどのメリットがある 。

また、 rl 1 や後述の長続整備機構と所有者が管理協定を締結して管

理できるようにすることにより、所有者からのニーズの高い、管理

の軽減を図ることも可能である 。

@ 景観重要公共施設の整備等

景観上重要な公共施設 (道路、河川、公園、海岸、港湾、漁港等)

について、あらかじめ景観行政団体と公共施設管理者が協議、同意

をした場合、景観計画に位置付けることが可能になる 。景観重要公

共施設として定められた公共施設は、景観計画に即して整備する必

要がある 。また、占用の基準について景観計画に定めることができ

ることとしており、基準が定められた場合には、許可の基準に追加

されることとなる 。また、電線共問、満の整備等に関する特別措置法

の特例として、「円滑な交通の確保」と rr特に』必要j とする要件

が緩和される。

⑤景観協議会

最観行政団体、公共施設管理者及ひ'景観整備機構は、公議事業者

( 観光関連団体、商工関係団体、農林漁業団体、電気事業者、鉄道

事業者等) 、住民等の関係者を加 えて、良好な景観形成に向け協議

を行う場となる景観協議会を組織することができる 。景観協議会で

合意された事項については尊重義務が発生する 。

⑥景観農業保興地域整備計画

景観計画区域内の農業振興地域について、市町村が景観農業振興

地域整備計画( 以下「景観農振計画j とL 、う) を定めるととができ

る。

景観j長振計画に基づき、市町村長が景観農業振興地域内の農地に
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ついて、景観と調和の取れた農業的土地利用についての勧告を行う

ことが可能となる 。また、通常は農家等に厳しく限定されている農

地の利用機の取得等について、景観整備機械が行うことも可能な仕

組みが用意されている。これにより、耕作放棄地対策や棚田の保全

に効果があるものと考えている 。

(  3  ) 景観地区

景観言十画よりも、より積極的に景観の形成や誘導を図っていきた

L、場合、市IIrJ村は、都市計画として、景観地区を定めることができ

るようになる 。

景観地区は、美観地区を発展させたものである。従来の美観地区

は、「市街地の美観を維持するために定める J 地区とされていたこ

とから、既に一定の建築美が存在する地区にしか指定することが難

しか ったという諜題があったが、景観地区は「市街地の良好な景観

を形成するために定めるJ 地区であることから、今後良好な景観を

形成していこうとする 地区についても指定する乙とが可能となり、

幅広く活用することができるようになった。また、建築物に関する

規制に加えて、工作物や一定の行為規制 ( 木竹の伐採や物件の堆積

等) などについても、必要に応じて条例で規制を行うことが可能と

なった。

景観地区に関する都市計画では、 ①建築物の形態意匠の制限①建

築物の高さの最高限度または最低限度①壁面の位置の制限①建築物

の敷地面柏の最低限度のうち、 ①については必ず定め、 ①~①につ

いては必要なものを定めることとしている。景観地区内の建築物の

色やデザインについては、景観地区の都市計画で定める①建築物の

形態意匠の制限に適合する乙とについて市町村長の認定を受けるこ

とが必要になる 。乙の制度により、即易の即地的な環境を良く知る

市IIfJ村長が、周辺との調和も踏まえて認定を行うことが可能になっ

たものである 。なお、工作物についても同様に認定が必要である 。

一方、 ①建禦物の高さの最高限度または最低限度①壁面の位置の制

限①建築物の敷地面積の最低限度に係る規制は、建築確認で担保す

ることとして p る。

また、景観地区に関する都市計画で、建築物の高さの最高限度、

道路に面する壁面の位置の制限( 併せて、壁面後退区域における工

作物の設置制限の条例が定められているもの) 及び敷地面積の最低

限度が定められた場合は、 一定の景観地区内の建築物について、特

定行政庁の認定により、斜線制限を適用除外できることとしている 。

認定に関する規制の担保措置として、認定証の交付を受けるまで

の工事の着手制限( 根切り工事等の基礎工事を除く) 、違反建築物

に対する是正命令、違反建築物の設計者 ・工事監理者 ・工事の請負

人 ・宅地建物取引業者に対する措置等の規定が設けられている。



また、工作物に関する制限や開発行為等の一定の行為に関する制

限( 許可制) については、条例で定めることができることとされて

L、る 。

なお、都市計画区域及び準都市計画区域外の景観計画区域におい

ては、市町. 村は、準景観地区を定めて、条例で、景観地区に準ずる

制限を定める乙とができることとされている 。

( 4  ) 地区計画の特例

建築物や工作物の色やデザインについて、景観法に基づく条例 (地

区計画景観法条例) を制定し認定するという、景観地区と同様の仕

組みを地区計画に導入する乙とが可能となった。

乙れは、現在、都市計画法に基づく届出 ・勧告の仕組み、建築基

準法に基づく条例( 地区計画建築基準法条例) を制定した場合の、

建築確認の要件となる仕組みに加 えて、景観法に基づく認定の仕組

みを選択肢に加えるものである 。なお今回の仕組みは、今までに決

定された地区計画についても新たに条例を定めることが可能でーある。

また、形態意匠の制限についての地区計画建築基準法条例は、 地

区計画景観法条例の対象となる区域において策定する乙とができな

いこととされたので、注意が必要で、ある 。

( 5  ) 景観協議会

長観行政団体、公共施設管理者及び最観整備機構は、公益事業者

( 観光関連団体、商工関係団体、農林漁業団体、電気事業者、鉄道

事業者等) 、住民等の関係者を加 えて、良好な景観形成に向け協議

を行う場となる景観協議会を手断裁する乙とができる。景観協議会で

合意された事項については、尊重義務が発生する 。

( 6  ) 景観協定

住民間の協定により、景観に関する事柄を景観協定として一体的

に決めることができる乙ととなる。手続きは、おおむね既にある類

似の制度である建築協定や緑地協定と同様であるが、 ポイン トとし

ては、建築物、工作物、樹林地・ 草地、屋外広告物、農地、その他

景観の形成に関する事項を一体的に定めることができる点が挙げら

れる 。協定は、所有権等が移転した場合にも継承さ れる ( 承継効) 。

( 7 ) 景観整備機構

地域で活動する NP O法人や公益法人を、 景観行政団体が景観整

備i機構として指定することができるようになった。景観整備機構は、

景観に関する住民の取り組みの支援を行うこと、景観重要建造物 ・

景観重要樹木の管理( 所有者と 協定を結ぶ) を行うこと、耕作放棄

地等の利用権の取得を行うこと等が可能で、ある。

現在の取り組み

景観行政を行う主体である景観行政団体は、法定の都道府県、政

令市、中核市の96団体に加えて、栃木県日光市、 神奈川県真鶴町な

ど46市 11汀が都道府県との協議 ・同意を済ませており( 平成17年 7

月22日現在) 、計142団体となっている 。 このほかに、今後景観行

政団体になる意向のある市町村 として、現在400団体弱を把握して

p るところである。なお、市町村の中には、景観計画の案を作成し

た後でなければ景観行政団体になれないと考えているところがある

ようだが、住民参加の観点からは、案を作成する当初段階から、当

言葉市町村が景観行政団体であることを明らかにしておく乙とが適切

であるので、検討を始める段階で、速やかに景観行政団体となる乙

とが必要である 。

また、景観計画の策定については、本年度より本格的に各景観行

政団体等において取り組みが始まっている 。この 8 月 1 日には、滋

賀県近江八備市が全国にさきがけて景観計画を公示したほか、現在、

長野県、大津市で、景観計画案がパブ、リックコメントに付されている 。

このほかにも現在、 ＲＰｾＳＰ の景観行政団体から、今年度内に景観

計画を策定したいとの意向をうかがっているととろである。

その他の景観計画区域内で可能となる制度については、景観計画

の策定を踏まえて活用検討を行うところがほとんどではあるが、そ

の他の制度についても、少しずつ先進的な取り組み事例が出てきた。

まず、景観整備機構の指定が進みつつある 。京都市において( 財)

京都市景観 ・まちづくりセンターが、全国第 l 号の景観整備機構と

して指定されたほか( 5 月)、 6 月には、茨城県においてNP O法人

「茨城暮らしと景観を考える会j が、 N PO法人 として初めて指定さ

れた。また、景観協議会についても、愛知県犬山市及びl岐阜県各務

原市が、木曽川流域景観の形成に向けて、両市共同で立ち上げ、 8  

月5 日に第 l 回の協議会が開催されている 。。

乙のほか、景観計画の策定手続きの付加を定める条例( 法第 9 条

第 7 項) についても、既に定めた景観行政団体が出てきて いる 。

国土交通省としては、こうした最新の取り組みについて、全国へ

情報提供を行うなど、今後とも、美しい国づくり、豊かな生活環境

の創造に向けて、積極的に取り組んで、いきたい。

( きしだ りかこ 国土交通省都市地域整備局都市計画諜課長補佐)
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総 論 2

既存建築物に対応した建築基準法の改正

今村

既存建築物の安全性の確保については、 地震をはじめとする災害、

事故等の切迫性が高まりつつあるとともに、現行の建築基準法の最

低品準をￌＱ Ｚ ｉ ｾ たさない古い建紫物のスト ックが数多く存在しているこ

とから、適切な改修や維持管理等が進められるよう早急な対応を講

じることが喫緊の謀題となっている。

こうした状況を踏まえ、建築基準法の改正により、既存不適絡建

築物に対する勧告 ・是正命令制度の創設、既存建築物に係る報告 ・

検査制度の充実及び強化、既存不適格建築物に関する規制の合理化、

特例容積率適用地区内における建築物の容積率の特例、罰則の強化

などの措iEが盛り込まれ、これに伴う政省令 ・告示の基準とともに

本年 6 f=1  1 日から施行されたところである 。

建築基準法改正の背景

(1) フローの時代からスト ックの時代ヘ

我が聞の建紫物をめぐる状況は、戦災復興、高度経済成長期の企

業の生産施子制割前、ニュータウン i] 日発等による住宅整備やいわゆる

バブル期の業務施設等の整備などに代表されるように、新たな開発

地や劣悪な既存建築物を除去pした土地に、いかにしてより良質な建

築物を新たに供給するかを追求する 「フローの時代J であ った。

一方、近年では総|立帯数約4，400万世帯に対して約5，000万戸の住

宅が存在するなど量的な住宅不足は解消した ζ と、中心市街地にお

いて既存建築 ｴ ｾ の床が余剰状態となっている都市が多数存在するこ

と、不動産ストックの資産価値向上への関心が高ま っていること 、

住宅のリフォームや既存ビルのコンパージョンが新たな投資分野と

して注目を集めていること等に見られるように、これまでの「新た

な辿築物の供給j から「既に存在する建築物をどのような条件下で

どのように活用していくかJ が重要なテーマとなってきており、ま

さに「ストックの 11寺代J を迎えている。

(2) 災害・ 事故等の切迫性の高まり

6，400名余の死者が発生した阪神 - 淡路大震災においては、大破

以上の被害を受けた建築物のうち 94%が現行の耐震基準を満たさ

ない建築物であり、 H自和56年以前lに建築された建築物について被害

が顕著に見られた。また、昨年10)=1の新潟県中越地震により、古い

木造建築物を中心に3000棟近くが全嬢した。さらに近年、東海地辺、

東南海地震、南海地辺など甚大な被害が生じることが想定さ れる大

規模地24の切迫性が高まっている 。

火災についても、 44人の死者が出た平成13年 9 月 1 日の新宿区

歌舞伎町維居ピル火災に見られるように、防火・避難に関する最低

限の基準をｙｬ ｴ ｬ ｾ たしていない既存建築物が危険なまま多数存在してお

り、これらが改善されることなく放置されれば、再び大惨事が発仕
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することも懸念される。

(3) 建築物スト ック対策の必要性

平成 Ｗ 年に発生した阪神 ・ 淡路大震災によって改めて、既存ｾ築

物の安全性確保について、その必要性が認識されたが、平成10年の

建築基準法改正時には、建築物のストック対策以前に、確認検査さ宰

のフローの段階ですら法令遵守が徹底できていない状況を改めるこ

とが急務とされた。

平成10年の改正において、確認検査業務の民間開放、中間検査制

度の導入、確和検査等に関する図書の閲覧制度の整備を行った結果、

例えば完了検査率が向上( 改正以前 3  J!ilJ程度→平成14年度: 7 割

強) してきているなど、フロ一段階については、 制度的な整備を行

うととにより建築活動における規律を高め、 一定の成果を見ている。

一方で、建築物ストックの安全性確保に闘しては、例えば|除服基

準を満たしていない既存不適格建築物が住宅で、約1，150万戸、非住

宅建築物で約120万株存在すると推計されており、 |妨火・避難基J 権

についても竪穴区画の設置規定に関する既存不適格の可能性がある

建築物が約10万株存在すると推計されているなど、現行の最低基準

を満たさない建築物ストックが数多く存在しており、早急にこれら

について、安全性確保を図る乙とが必要で、ある 。

改正の概要

(1) 既存不適格建築物に対する勧告・是正命令制度の創設

8羽子の建築基準法においては、法令の改正等により既存建築物が

法令の規定に不適合となった場合は、その建築物の増改築等の機ふ

をとらえて、不適合となった規定の遡及を行い、性能の確保を図っ

ている 。一方で、、法令の改正等により既存建築物が法令の規定に不

適合になっていても増改築等を行わない場合は、法令の規定に不適

合のまま、既存不適絡建築物として存在する乙とを許容している 。

従来、既存不適格建築物のうち著しく保安上危険または著しく術

生上有害なものに関しては、法第10条に基づき所有者等に保安上必

要な措置等を命ず、ることができるとされていたが、近年、乙の法第

10条に基づく命令の発動件数はほとんどないのが実情である 。

このため、不特定または多数の者が利用する定期報告対象建築物

を対象に、危険または有害な既存不適格建築物の安全度を確保する

ため、①即座に是正命令を発動する必要のある「著しく j 危険また

は有害な既存不適格建築ｾに対しては、引き続き是正命令を可能と

しつつ、 ①既に危険または有害であり、放置すればその智j良・が「著

しく J なるおそれがあると認められる既存不適格建築物に対しては

特定行政庁が必要な是正等の勧告を行うことができ、これに従わな

かった場合には是正等の命令を行うことができる乙ととした。



|①既存建築物に係る報告 ・検査制度の充実及び強化 |

(既存建築物の違反防止のための措置)

立入検査の権限強化( 定朗報

告が出されない場合等でも実

施可能)

建

築

物

ス

ト

ッ

ク

の

安

全

性

の

確

保

定期報告制度の充実強化

調査検査をした建築士等か

らの報告徴収

定期報告の概要の閲覧

国等の建築物についても定期

点検を義務付け

罰則の強化 (是正命令に従わ

ない場合の法人重課等)〈二コ

との「勧告」の対象として想定されうるケースは、例えば、現行

の構造基準を満たさないだけでなく、構造耐力上主要な部分にひび

割れ、腐食等が進行し、そのままの状態で放置すれば劣化がさらに

進行し、中程度の地震で も崩壊する危険性が高くなる (即 ち著しく

|②既存不適格建築物に対する勧告・是正命令制度の創設 |

(多数の者が利用する既存不適格建築物)

著しく危険と認 / L : ; 士=

る胎のみ くよ 旦 堕 | 命令

放置すれば、箸 パ

しく危険となるぐ 改修割 勧告

おそれがある場 ｾ一一一一」

勧告に従わないＯ弓ＮｮｍｲＺ ｾＱ A . A .  

場合 ¥ 点 乙 こJ μ  

ことが明 らかな場合などが挙げられる 。

なお、施行に当たり 、「既存不適格建築物に係る勧告 ・是正命令

危険な状態に至る)

制度のガイドラインj を策定したので、既存不適格建築協lj に対する

勧告または是正に当たっては、本ガイドラインを参考とされたい。

(htt p: / / www. ml i t. go. jp/ jut akukent i ku/ bui ld/ を参照)

(2) 既存建築物に係る報告・検査制度の充実及び強化

既存建築物の維持保全については、塊在、建築物の所有者等に対

して、建禦物の敷地、構造及び建築設備を常時適法な状態に維持す

べき努力義務を課している。 また、特殊建築物や一定規模以上の事

務所ビルで特定行政庁が指定する既存建築物については、その所有

者等に対して、当該建築物の敷地、構造及び建築設備について専門

技術を有する資格者等に調査させ、その結果を特定行政庁に定期報

告する義務を諜している。 しかし、定期報告の報告率は平成14iJ 三度
既存建築物の安全性の確保のイメージ

報告を求めることができることとした。 また、特定行政庁に対する

書類の閲覧詰求の対象に、定期報告等の書類を加えることとした。

で約57%にとどまっており、その危険性の状況が明らかでない建築

物が多数存在している状態である。新宿区歌舞伎町制活ビル火災も、

定期報告がなさ れておらず、このような状態を放置すると再び甚大 (3) 既存不適格建築物に関する規制の合理化

建築基準法においては、既存不適格建築物について増改築等を行

わない場合は、法令の規定に不適合のまま存在することを許容する一

方で、増改築等を行う場合は、 即H寺に建築1 m全体について不適合であ

な被害 を生じる可能性があるため、定期報告率の向上を図るととも

に、その実施内容の充実を行うことが必要である。

また、従来の建築基準法においては、建築主事等が建築物に立ち

る規定の遡及適用を行うとととしている。 乙のため、たとえ安全性の

向上を図る ための改修を行う意思があっても当該改修を断念あるい

入りを行う乙とができる場合は法第 9条、法第10条の規定に よる命

令をしようとする場合等に限られていたため、定期報告がなされず、

外観からは違反状態を把控するととが困難な場合においては、建築 は先送りする、いわば著 ししミ 「流結効果J が生じ、結果として既存建

禦物が改善さ れないまま放置される要因のーっとなってL唱 。

凍結効果が生じたケースとして、 例えば昭和40年代に建築 され、

耐震基準及び|勿火 . J J l i 鰍基準に不適格があるビルについて、 師、鹿改

修を早急 に進めようとした場合、 |勿火避難基準( 防火戸の設置等)

物が危険な状態であ って も放置さ れてしまう可能性があった。

さらに建築基準法においては、建築計画概要書及び建築確認、中

間検査、完了検査等の概要を表示している書類について詰求があ っ

た場合には、特定行政庁はこれを閲覧させなければな らない乙とと

も含めて即時に最新基準に適合させなければならないため、改修をフロ一段階については建築物に係る情報開示の仕組みなっており、

先送りし危険な状態のまま放置されていた例や、岡、!震基準不適格のが整備されているが、ス トックに関しては建築物に係る情報開示の

複合ピル( 商業部分と業務部分の聞にエキス パンションジョ イントがなされてい仕組みが整備されておらず、建築物について定期報

があり、 椛造耐力の観点からは別棟とみなすことが可能なもの) にるか否かという情報すらも、 一般の利用者が把握する ととは困難な

おいて、商業ビル部分の増築にあわせて耐震改修工事を行う場合、状況であ った。

4:j J . が必要となるため、改修業務部分を含む全体について耐捜 改 修乙のため、建築主事等は、定期] 報告がなされない場合など法違反

事現場に立ち入 って検査等をする を先送りし危険な状態のまま放置されていたケースなどがあった。

大J;JIi 撲の地震で倒壊するおそれ- 構造耐力規定の適用の合理化

の疑いがある場合に、建築物や

ことができるものとするとともに、特定行政庁等が所有者等から受

ける定期j報告内容に疑義がある場合に、実際に調査 ・検査を行った がないレベルを確保する耐震改修を、増改築時で も可能とするため、

新築の建築物に適用される桝造耐力規定に準ず、る、既存建築物用の
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一級建築士等に対し、直接、その調査 ・検査の内容について詳細な



炭素繊維等による柱補強 鉄骨フレースによるピロティ補強

基準によつて安全性がU

た。この方法によって許容される増改築の規模は、従前の建築物規

模の 2分の l までとしている。

また、柿造計算が不要な小規模建築物( 法第20条第 2号イまたは

ロに掲げるｾ動物以外の建築物Ｉについては、基礎を無筋コンクリ

ート造等とする既存不適格建築物が多くあり、これらは大規模の地

震で倒壊する危険性が少なくない。 しかしこのような基礎を全面的

に打ち直し、現行基準に適合させるには建て替えに近い多額の負担

を要することから、基礎の補強について現行の構造耐力規定に準ず

る基準によって安全性を確かめる構造方法を位置付けることとした。

なお、従前の延べ面積の20分の l 以下の局部的な増改築について

は、既存部分の構造耐力上の危険性が増大しないとと及び当該増改

築部分が現行の柿造耐力規定に適合することを条件に、 50ni を限度

として許容することとした。

大規脱の修繕 . i模様替えについても、屋根や外壁など構造耐力』

主要な部分のメンテナンスのために行う場合が多く、現行の梢造耐

力規定またはこれに準ずる基準への適合を求めるのは過度の負担と

なる場合が多いと考えられる。構造耐力上の危険性が増大しないこ

と( 重い屋根に葺き替えない等) を条件に、これら修繕 ・模様替え

を許容することとした。

. 建築基準の部分適用 椛造耐力規定または避難関係規定が適用

されない既存不適格建築協であって、これらのjJ l 定の適用に関し、 ー

の建築物であっても別の建築物とみなすことができる独立部分が二

以上あるものについて増築等をする場合は、当該士宮l築等をするd!Il 立部

分以外の独立部分に対しては、これらの規定は適用しないものとした。

また、居室に係る工事を行う場合や工事に伴って建築設備を更新

する場合に、別の居室または建築設備には遡及適用しないことに

より、順次改修等を行っていくことを可能とした。

改正前 II 改正後

II 増改築部分と備造上一連の部分 (エキスパン

エキスパンシヨンジョ イン トで備造上 11 シヨンジョ イン 卜まで) について、部分的な

分隠していても、建築物全体を改修し II 改修が可能となる。

なければならない。

ι  
テナ ン 卜全体の合意形成や資金確保が

困難となり 、結果的に改修が先送りさ

れ、危険な状態のまま放置される。

. 建築基準の段階的な適用( 全体計画認定制度) ーの既存不適

格建築物について、 二以上の工事に分けて増築等を含む工事を行う

20 

場合に、特定行政庁が当該二以上の工事の全体言「画が一定の基準に

適合すると認めたときは、最初の工事の着手前に適用しないものと

していた規定について最後の工事の完了時に適合させればよいもの

とするとともに、当該二以上の工事の聞に規制強化があ った場合に

その規定を適用しないものとした。

ζ のような段階的な改修を認めるケースとしては、 例えば、耐震

改修と防火 ・避難関係の改修が必要な大規模なテナン卜ビルにおい

て、まず早急に外側から耐震改修を行い、その後テ ナン卜の移転が

必要な防火 ・避難関係の改修を行うケースなどが想定される。

なお施行に当たり、「全体計画認定に係るガイドラインJ を策定

したので参考とされたい。

改正前 改正後

改修の際、即座に全基準に II 全体計画について特定行政庁の認定を受けることによ

適合させなければならない

ため、耐震改修と防火避難

改修を時に実随すること

が必要。

且

費用負担の集中等により 、

結果として改修が先送りさ

れ、危険な状態のまま放

三益金旦

(4) 罰則の強化

リ、工期を分けて、必要な改修を順次行うことが可能

となる。

全体計画の作成

よユ

1期工事 。耐震改修

4ユ

2 期工事防火避難改修

全体計画終了時に全基準適合 2  

違反建築物に関する是正命令違反について、行為者に対する罰則

を引き上げるほか、多数の者が利用する建築物または当該建築物の

敷地に関する是正命令違反のうち特に生命または身体に重大な危

を及ぼすおそれがあるもの( 構造耐力規定、防火関係規定、避難関

係規定、居室の換気のうち一酸化炭素中毒にかかわる規定及びシッ

クハウスに関する規定) について、その違反に係る是正命令に従わ

ない法人に対して 1億円以下の罰金刑を諜することとする等、剖則

の引き上げ及び罰則規定の整備を行うものとした。

おわりに 今回の改正は、我が国に数多くある既存不適格建築物

の安全性を確保するため、規制の強化と合理化をセッ卜にして対策

を進めていくことを狙ったものである。本稿では、紙面の都合で概

要について触れるにとどまったが、詳細については本年 8 月25日に

大阪国際会議場で開催する講習会( 主催. 腕日本建築センタ一、例

日本建築防災協会) のテキスト等も参考にしていただきたい。

Ｈ ｾ、まむら たかし 国土交通省住宅局建築指導i謀議長補佐)



各 論1

景観法の制定と京都の景観形成の取り組み

江田頼宣

京都市のこれまでの取り組み

京都の景観が変容していくことに対して、危↑ 具する声を多く耳に

する。京都の景観に関するこのような声が論i争 - 紛争に発展した乙

とも、よく知られていることである。京都タワー、京都ホテル、京

都駅ビルの景観論争をはじめ、数々のマンシ ョン建設反対運動など

枚挙にH肢がない。そして、このような論争・紛争を契機として整備

された景- 観制度も多い。

京都は、 山紫水明の都と言われる美しい三山の山並みや鴨川など

の自然風景、世界遺産をはじめとする数多くの社寺、風情のある歴

史的な町並みなどが残る歴史都市である 。同H寺に、147万人が 日々

の生活を営み、最先端の企業が経済、活動を行う大都市でもある。こ

れらの調和をどう 実現 していくかが、京都の抱える最大の課題であ

る。

このため、京都市では、単純に「開発」か「保全j かと p う対立

概念による二者択一の考え方ではなく、 三山の山並みや山麓部の北

部地域を 「保全」、 都心地域を「再生」、南部地域を 「創造J と地域

を大別し、各種景観やまちづくりに関する施策を展開してきている 。

このうち、者11心再生地域については、伝統的建造物群保存地区、美

観地区制度等を活用し、景観の保全 ・整備を図るとともに、条例に

よる独自のきめ細やかな規制誘導や京町家の保全・再生などの取り

組みを行 っている 。

一方、京都らしい町並み景観の喪失が進行しているのも事実であ

る 。 京都らしし 汁町 並み景観を形成する京 町 家については、平成 Ｗｾ

10年に実施した調査により、約28.000軒が確認されたが、平成16年

にその一部の地域で実施した追跡調査では、 7年間で約13%の京11町

家が消失した乙とが確認されている 。また、京11fT家が消失した土地

等におけるマンション

等の高層建紫%J の増加

もｾｊｬ著となっている 。

このため、平成15年に

は、都心地域のうち、

職と住が共存する幹線

街路に囲まれた容積率

400%の商業地域 (職

住共存地区) において

規 制 の見直しを行っ

た。京|町家が残る 町並

み景観等に園町在、し、従

来の31mの絶対高さ 制

職住共存地区の新しい建築ルールによる

整備イメージ

限に加え、道路斜線、隣地斜線とい った斜線による高さ 制限を導入

する高度地区の見直し、新たな美観地区の指定等を行った。 乙の結

果、新たな制度の適用以後、 20mを超える建築物は減少するなど一

定の効果は生じている 。 しかしながら、都心地域の景観対策を求め

る声は依然として強い。

景観法の制定と今後の取り組み

こうした中で、我が国初の景観に関する総合的な法律である景観

法が制定された。景観法は、本市の条例による景観制度の枠組みと

類似 した体系となっているため、本市としては、条例により進めて

きた規制の線拠法となる景観法の制定を歓迎 している 。

京都市では、まず、これまでの既存の制度を景観法の枠組みに移

行させるための作業を進めており、今年度を目途に第一次の景観計

画を策定することとしている 。

また、今回の景観法の制定は、さらなる 制度見直しの検討の契機

となった。景観法の制定を受け、これまで、行ってきた条例に基づく

取り組みを景観法の枠組みに移行させるだけでなく、 景観対策を求

める声に応え、さらに制度の再編や拡充を図ることについても検討

している。

今年度、歴史都市・

京都にふさわしい景観

形成のあり方について

審議することを目的

に、新たに審議会 I1時

を超え光り輝く京者11の

景観づくり審議会」を

設置し、 18年度にかけ

て検討を行い、今後の 嵐山の眺望景観

新たな方向性を提示していくこととしている 。また、この中で、本

格的な眺望景観の保全についても検討していくこととしている 。 乙

れまで京都市においては、京都タワーについての景観論争を経て、

昭和47年に景観条例を制定し、巨大工作物の規制による景観の保全

などに努めてきた。また、 三山の山並みについても、市街地からの

眺望景観を保全する観点から、風致地区や歴史的風土特別保存地区

などによる保存に努めてきた。 しかしながら、諸外国の例にもある

ような、特定のビ、ューポイントからの眺望景観の保全については、

乙れまで取り組んでこなかった。今回の制度の見直しにあた って、

京都において守るべき 眺望景観を抽出 し、庭園や公共空間等のビュ

ーポイントから見た ｉ ｾ 出 景観の保全方策について 検討していくこと

としている 。
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このほか、景観法制定によるメリットとして、美観地区が廃止さ

れ、新たに景観地区が創設さ れたと とがあげら れる 。美観地区につ

いては、本市で、は約1，956ha ( 全国の指定面積の約85%) について

指定を行っているが、いわゆる 「美観の維持」を図ることを目 的に

指定する制度であるため、新たな景観の創出を図る地区については、

これまで活用できなかった。一方、景観地区は、新たな景観の創出

を図る地区も指定できるため、今後、幹線沿道街区などについて、

新たに景観形成を図る目 的で、景観地区を活用する道が開かれた。

京町家への取り組みは.. .

消失が懸念されている京IlfJ 家については、 景観重要建造物制度を

積極的に活用していくこととしている 。景観重要建造物は、 景観計

画区域内の良好な景観の形成に重要な建造物を景観行政団体の長

( 京都市の場合は京都市長) が指定できる 制度である。長観重要建

造物の指定により、所有者等に対し適正に管理する義務が諜せられ

るとともに、ｾ羽犬変更を行う場合には景制行政団体の長の許可が必

要とさ れ、「保全j が図られる乙と となる 。 また、景観重要建造物

については、相続税の評価額が適正化されるなどの支援措置を伴う 。

以前から京11fT家が消失する原因のーっとして「相続税」の問題が指

摘されており、所有者の負担軽減につながることが期待できる 。

一方、京IUJ 家については、平成12年に「京11町家再生プランJ を作

成し、住m京都市景観 ・まちづくりセンター( 以下「センターJ) に

よる京IUJ 家居住者等を対象とする相談事業や、京11町家の改修や活用

に関するセミナーの開催、京町家の伝統的な デザインを残した新築

や改築を可能とする京都市独自の条例の制定など、京110家の保官 ・

再生に関する様々な取り組みを進めている 。

京町家を保全 ・再生していくためには、適切な修繕・改修が必要

となるが、所有者等が負担するその修繕・改修費用が諜題となる 。

京都市では、文化財や伝統的建造物群保存地区の指定、京都市市街

地景観整備条例に基づく歴史的意匠建造物の指定等により、京町家

の修繕費等に対する助成を実施しているが、対象となる京11汀家はご

くわずかにすぎない。そこで今回、市民、国内外の京都ファンや企

業などに京町家の保全 ・再生の趣旨への賛同と 寄付の呼びかけを行

い、寄せられた資金を京|町家の保全 ・再生のための事業A に活用して

p くため、「京11町家まちづくりファン ドJ (以下 「ファンド J) を、

センターに設置することとした。

センターは、と れま でも京町家に関する市民活動団体等と連携し

ながら、京IIIJ 家の保全 ・再生等の取り組みを進めてきたが、景観法

の制定を踏まえ、景観法に基づく景観整備機梢として、良好な景観

形成のために京都市を補完する役割が新たに期待されている。乙の

22 

京町家まちづくりファンド

明右京都市景観 まちづくりセンタ ( 崇観整備機摘) が運営

京町家の保全

「京町家まちづくりファンド」を活用した保全 ・再生の仕組み

ため、 センターについて、既に全国に先駆けて景観整備機梢の指定

を行ったとこ ろであ り、セ ンター は、 今後、 ファン ドによる主な事

業として京11町家の改修助成を行い、再生された京110'家について、景

観法に規定される葉市i重要建造物の指定の提案等の業務を行うこと

となる 。

センターでは、現在、フ ァン ドの 9 月設立に向け、 「京町家まち

づくりファンド設立準備委員会j を設置し、ファンドの運首方法に

関する検討を進めており、設立にあわせ、京都市もファンドに対し

資金拠出を行うこ とを予定している。一方、安定的な事業運営のた

めにはファンドの1品模を拡大する必要があるため、平成17年度に創

設さ れた側民間都市開発推進機構の「住民参加型まちづくりファン

ド支援J 制度の活用を目指すとともに、 市民や国内外の京都フ ァン

や企業へのP Rを;fi[ 'j 極的に行っていくこととしている。昨年秋には、

東京在住の篤志家から 5，000万円もの多額の寄付ーをいただき、ファン

ド設立の契機となった。また、ファンドの設立に向けて、先行して

6月より 寄付の募集を開始しており、既に善意に よる寄付が多数寄

せられている。ぜひ、京IUJ 家の保全 ・再生の趣旨へのご賛同・ご支

援をお願いしたい。

(えだ よりのぶ京都市都市計画局都市景観部l:l i，w/' 企画課長)



各 論 2

既存不適格建築物の増築等

〈全体計画認定制度と基準適用の合理化〉

既存建築物への法適用の合理化

今回の改正は、確認や検査等の建築H寺いわ

ゆる「フロー」に伴う規定改正ではなく、既

存建築物( 既存不適格建築物) いわゆる「ス

トック J に対して最低基準である建築基準法

がより深くかかわ り、意気込みを持って改J い

されたものである。

すなわち、 ①公共建築物には定期報告制度

が適用さ れていなかったが、その代わりに定

期点検義務と したこと ①保安上危険な建築

物に関しては、その所有者等に命令しかなか

った法文に、新たに行政から勧告できる制度

を追加 し行政運用 をしやすく したこと ①既

存建築物に適用する条文や部分を整理し、 明

確化 したこと ①段階的工事認定制度の創設

等で、すべての既存建築物に対して最低基準

にできるだけ適合させる よう工夫したとと

にある。

特に、大地震が起こるたびに進んで、きた耐

震技術や制度を背景に、最低基準として適用

すべき桝造耐力規定の考え方を明確にしたこ

とも、今回の改正の大きな点であるといえる。

既存の建築物に対する制限の緩和

(法第86条の7 )

既存不適格建築物に関する最低基準であ

る建築基準法の考え方が、適用条文の整理と

適用部 分 引則在化することで整理さ れたの

で、その改正部分の法第86条の 7 について

記述する。

第 l 項では、 政令で定める範囲内の増築、

改築、大刀廿英の修繕、大j則禁の模様替え( 以

下、「増築等」 という) を行う場合に、緩和

の対象となる法の考え方が適用条文で示さ

れ、具体的には、構造耐力規定( 法第20条)、

シックハウス対策規定( 法第28条の 2) 、集

団規定( 建ぺい率、外壁後退、高さ、 日影等)

という 3 つのおおまかな項目が追加 される

形で整理さ れた。

岩 田純一

表 1 増築等を行う場合の既存部分への緩和対象となる条項ごとの増築等の範囲と適用基準

緩和対象の条項

法8 6条の7 第 H頁 法86条の7第2項、第3項

政令で定めるI冒築等の範図と適用基準

制限

令 13 7条 令137幸町12

制限緩和の有無

緩和の

条項見出し 条 I頁

有無 稽築改築範囲

漕築改築時の既存 大規模修

2r頁 3r頁

部分への適用基準 結等範囲

イ(耐E法相当告不等)

1号 < 1/ 2 x 基準時

準ロ告(4示号) 建築抱墨理基

適用

+ 荷造耐力 2 0  適用 の2 イ{ 唱団聾部分・現行 すべての工事

※ 1  

2 号 1/20 & 亘50rrl

構造控室)

口( 危険性が増大しな

いこと)

防火壁 2 6  適用 の3 話 50rrl 戸ーーーーー すべての工事

耐建特建 2 7  1  適用

の4 壬50m( 寄席病室教室等以外)

----
すべての工事

2  適用

居室の採光 2 8  

ン ｾ＠ ン/
適用

居室の化学物質 28の2 適用( 令137量目15で揖定)

地階の居室 2 9  
適用

界壁 3 0  適用 の5

増築後く 1. 5 x 塞準時

------

すべての工事 適用

改築部分< 1/2 x 基準時

便所 31 

1/ ｾ＠ レ/
適用

電気設備 3 2  
適用

昇降機 3 4  1 ー 適用

非常用昇降機 2  適用 の6

増聾部分<1/2x基準時&豆31m

------

すべての工事

改築部分<1/5&壬現状高さ

特建等の遜

3 5  

V  v  

適用

難等暴準 出1出2

無窓居室 35の3
適用

他の技術基準 3 6  
すべての工事

適用( 防火区画害を除く)

壁面線 4 7  適用

1  適用 基準時の敷地内であること

2  適用 鑓築後の (orの部分の)

3  適用 床面積等話基準時 x 1. 2 

4  適用

5  適用

用途変更の

用途地i曜 4 8  

6  適用

の7 ないすべて

7  適用
用途変更をともなわない

の工事

8  適用
こと

9  適用

10 適用

11 適用

12 適用

特建の位置 51 適用 ーーーーー- すべての工事

1  適用 I宮改築部分の用途が自動

ｾ＠
すべての工事

容積率 52 2  適用 の8 車車庫であること すべての工事

7  適用 1/5等床面積制限有 すべての工事

建べい率 5 3  1  適用 すべての工事

2  適用 すべての工事

5 4  1  適用 すべての工事

5 5  1  適用 すべての工事

高さ 5 6  1  適用 すべての工事

日影 56の2 1  適用 すべての工事

特例容積 57の4 1  適用 すべての工事

高層住居誘導 57の5 1  適用 すべての工事

高度地区 5 8  1  適用 すべての工事

高度利用地区 5 9  1  適用 すべての工事

2  適用 すべての工事

特定街区 6 0  

1  適用

の8

総華草分司措置絢I ，i i 車庫であること

-----

すべての工事

2  適用 1/5等床面積制限有 すべての工事

t自築後建面，延床〈基準

/  
都市再生特

60の2

1  適用

の9

時 x 1. 5 すべての工事

別地区 & く最低限度 x2/ 3

2  適用 改築部分床面< 1/2  

防火地戚 61 適用 の10 ーーーーーー すべての工事

準防火地域 6 2  1  適用 の11 ーーーーー- すべての工事

1  適用 の10 ーーーーーー すべての工事

特定防災街区 67の2

5  適用

V  匡 匡

6  適用

7  適用

美観地区 6 8  適用

2  適用

従来の規定 次頁の表2参照

- 適m※ 1 (法20条及び法35条通川時の独立部分を分ける規定)

令官¥137条の 14l:il l り 法第20条の独立部分を分ける規定 応力を制圧にほえない構造方法であるごと( エキスノ

ンションジョイントミ平)

百ｾ 2  ｾｊ＠ 法 百 ｾＳＵ 条 Ｈ避艇と 非常 ｦｬ ｬ Ａ 日 ｉ Ｑ 引 Ｉの 独 立部分を分ける脱定 /J flnffi lのない耐火構造の床また

は伎で区画されていること 。

l:il 3 .lj  法l: i l 35条 ( 排煙) の独立部分を分ける規定 イー 1m口部のない ija耐火椛迭の床または蛍

で区画 されていること 。 または、ロ 防火設備( 令112条14!fiの常時! 閉鎖式か燥感知l迎動

の防火戸等) で区画されていること 。

・適! TI ※ 2 (令l:i l 137条の13→独立部分以外の独立部分に適) f I されない法第35条の政令規定)

施行令ro5  i;立l:il 2 節i!!i首位、府') l:il 3節排煙、同首H 節非常j刊! ! 日明に|到する胤定

迎鑓と社会 ・2∞5.8 23 



表 2 既 存 建 築 物 原則 緩和

へ の 増 築 の 法第8 6条の7

場 合 の 改 正

条法3  

令第137条の2力ツコ書きで 令第 137条の2

建 築 基 準 法 除力 、 れる部分 Ｈ 超高層建築第 Ｑ 号 Ｈ ｃｾ 王墓準時 延面 積 ｂ ｸｏ Ｎ Ｕ の場合 Ｉ

権造耐力関
物及び法第86呆の7 第2項 イ

係 規 定 適 用

により法第20呆の適用を受

け立い建築物部分)

左記を除、くすべての建築物の基準

(法第6条第1項第4号建築物等を含む)

ケース 1

士築部分C  宮。
[新築基準適用相当]

告示566号 第 1 第1号イ {令第3 童 (第8

B部分と工キスパンシヨ 節禍造計算規定を除く) の規定に適合している

ンジョイン卜等で相互に こと 例. 令77条柱の幡造規定は含まれる)

応力 を伝えない構造方
告示566号 第 1 第 1号日本文 (建築物全体

j去にして績増築の場合
をC として地震時のみ令第3 章第8 節第 1款の2

による許容応力度等計算 (令第82条~同条の5

で層間変形角等を含む) し安全を! i かめること)

信
ハ ( 建築物全体をC

として地震時を除いて許容応力度等計算 (令第82条

第1- 3号のみで層間変形角等を除く) し安全を確か

めること. ただし、 法第 6条第1項第4号建築物は令

第46条4 項(表2に係る部分を除く) 適合のみでよい)

同

品分 。
[耐震告示基準適用相当]

耐久性等関係規定L 適合していること 例 令77呆

柱の構造規定は吉まれない (帯筋規定は適用しない)

告示566号 第 1 第 1号口ただし曾き ( B

部分は鎗築するC とエキ スパ ンシヨンジヨ

イントで接続されている独立部分であるた

め、地震時のみ平 7 建告第2 09 0号の基準

日1

により情造の安全を確かめることができる)

"  
ハ (建築物

全体をBとして地震時を除いて許容応力度等

計算 (令第82条第 1- 3 号のみで層間変形

角等を除く ) し安全を確かめること。ただし、

法第6 条第 11頁第4 号建築物は令第4 6条4

項 (表2 に係る部分を除く) 適合のみでよい)

A I@  [i遡及適用しなL、l

ケース2

翠白き日0  一

告示566号 第 1 第1号イ (令第3 章 (第8

節備造計算規定を除く ) の規定に適合してい

既存建築物のB部分への
ること 例 I 令77条柱の構造規定は含まれる)

一体横I富築 (日部分の上

品分 。一

[新築基準適用相当]

部への一体摺築も同じ)
耐久性等関係規定に適合していること 例。 令77条

の場合
住の備造規定は含まれない( 帯筋規定は適用し立い)

告示566号 第1 第1号日本文 (建築物全体を
A  

i B  BCとして地震時のみ令第3 章第8 節第 1穀の2

存既

既存

による許容応力度等計算 (令第82条~同条の5

で居間変形角等をさむ) し安全を砲かめること)

"  
ハ ( 建築物

1  

全体をBCとして地震時を除いて許容応力度

等計算 (令第8 2条第 1 - 3号のみで層間変形

角等を除く) し安全を! i かめること。ただし、

法第6 条第 1項第4 号建築物は令第4 6条4 項

(表2t こ係る部分を除く) 適合のみでよい)

A 。 [遡及適用しなし 、]

一番大きなことは、 今までは既存建築物への構造耐力規定の適用

は、特定行政庁での運用解釈を含めると、ある意味ではあいまいな

扱いとな ってしま っていたが、 今回の改正で、既存建築物の雨捜 化

を目的に構造耐力規定の適用範囲と適用基- 準が明確化 された。

二番目は、確認申請手続きの必要な大規模な修繕や模様替えとい

う工事の際に、 集団規定を免除した乙とにある 。これで、既存不適

格的適法継続 といわれる 「既存建築物の改修工事をしなければ現行

法に不適合であってもず、っと適法状態が継続すること よ いわゆる

「凍結効果j から法的に逃れることができるようにな ったことであ

る。具体的には、たとえば既存建築物が用途地域が変わったため斜

線制限規定に抵触することにな った場合でも、その部分の撤去を行

わないで外壁落下防止等のために主要構造部である外壁の改修工事

を行うことができるようにな ったということである。

第 2 項では、法第20条 (構造耐力規定) と法第35条 (避難、非

常用! 被明、排煙) について、 別の建築物と 判断できる部分として 「独

立部分J という考え方を 「法から政令に委任する j 乙とにより、 今

まで運用してきた適用上ーの建築物として扱わなければならない法

第 3 条 2 項 3 項の解釈の中で政令の節単位で部分的に基準適用して
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第2 号 ( U 五基準時

口
延面積Bx l /20かっ

50rrl 以内のi署合)

法第6条第1項第4号建築物

のみの塁準

[新築基準適用相当]

令 第 3 章 第 1節から 第 7 節

の 2 (令第3 6条 (縞造方法

に関する技術的基 準) と令

第3 8条 (基 礎) を除く ) に

適 合 していること (注 令

第4 6，47条の輪組計算や仕

口等の規定は含まれる)

l新築基準適用相当 (基 礎

は補強告示適用) J

同上 (注 同上)

告示566号 第2 第1Jn 第1号

"  
第2 号

"  
第3 号イロハニ

"  
第4 号

向上 (注・向上)

同上 (;主 同上)

[新築基準適用相当]

イ( 令第3章すべて適用)

[遡及適用しなL、l

ロ (備造耐力上の危

険性が埼大しない摘

造方法とすること

日部分とC 部分が相

互に応力を伝えない

工キスパ ンシヨンジ

ヨイント等であれば、

B部分には遡及適用

がなL、)

イ( 令第3章すべて適用)

同上

令137条の 2

第 l 号イ 耐久性関係鋭定に適合し、かつ、

平17国交告第566号告示の第 l に適合する

構造方法

;j¥[ 号ロ 令第 3章第 l 節から第 7 節の 2

(基従基準を除 く) に適合し、かつ、平17

国交告第566号告示 第 2 に適合する構造方

法

首 ｾ Ｒ 号イ 令第 3f.i の規定に適合する椛造

方法

第 2 号ロ: 構造面す力上の危険性が増大しな

い構造方法

平 17国交告第566号

第 [ - 1 号イ 令書ｾ 3:i，'i: (第 8節約造計算

規定を除く ) の規定に適合する 附造方法

1  ｾ ｾ叫文蹴鞠全体を 地 震時のみ令

第 3 謂第 8 節第 [ i欲の 2 による許容応

力 ｪ 主等計算 Ｈ 令 ｾＸ Ｒ 条 ｾ 同 条 の Ｕ で府

間変形角等を含む) し安全 制草地、めるこ

と

l 号ロただし3 きー 地震時のみ平 7ill 告

第2090号の基ij ! l により 構造の安全を 陥

かめること

ｬ 号ハ 。 蹴鞠全 体 を 地 ｕ ｉｉ 寺を跡、て ｾ ｉ

容応力度等 31"$7. (令第82条 第 [ - 3 号

のみで廓間変形戸!等を除く ) し安全を町五

かめ ること。 ただし、 4 号辿 築物 は令

46条 4 J);j適合のみでよい

第 Ｒ ー ｬ 号既存 ｾ ｍＡ はべた ｾｪ ｈ 珪 または 布

基礎である こと

2 号 基礎の極類に応じた地銀の許容応

力度

3号 イ ロ ハ ニ 基 礎 の補'fl!;fj法

4 号 l詰下階の柱の下部iの安全焼定

いた実運用とギ ャップがあ ったが、今回の法改正で実運用を正しく

位置付けたことになる 。そして、 「法から政令に委任」 した規定は、

構造規定の適用範囲の区分をする規定 として相互に応力を伝えない

接続方法いわゆるエキスパ ンショ ンジョ イントの規定や、 避難上や

非常用照明設置上や排煙設備設置上の適用範囲の区画の規定であ

り、内容がそ れぞれ明確化 された (表 1 ) 。

この第 l 項と第 2 項に密接に関連して増築・改築の場合につい

て、政令第137条の 2 と同条の14が非常に大事で、あるので触れてお

く。適用範囲は、増築 ・改築面積が基準時商積の50 %以内の範囲の

場合を前提とすると定められた。その際の既存部分への適用基準は、

既存建築物が増築 ・改築する部分とエキスパ ンション等で相互に応

力が伝わらない独立部分の場合に既存建築物の部分に適用される地

震時の構造計算基準として、建築物の耐震改修の促進に関する法律

(建築基準法とは別の既存建築物に対する 地震時の構造計算基準体

系であり、増築工事の場合は適用不可) による基準を建築基準法側

から告示化 して位置付けることにより、適用さ れる構造基準を明確

にしたことである (表 2 ) 。換言すれば、新耐震構造適用前 (昭和

56年以前) に建築さ れた建築物に増築等を行う場合、 既存部分は耐



震改修しなければならないということ、または、耐抗霊改修さえして

おけば増築もできるということである。

第 3項では、法適用そのものを増築部分だけに適用するだけでよ

p 条文を 明確化 したことである 。

全体計画認定制度 (法第86条の8 )

既存不適格建築物の部分を含む増築等の工事の建築確認申請であ

れば、 着工してから工事を止めることなく仮使用制度も利用し建築

物を使用しながら 一気に工事を終えて工事完了検査を受け全面使用

となるのが従来の法の考え方であるが、今回の制度を利用した場合

は、 一気に工事完了する必要がなくなり、たとえば 5年間に数回に

分けて段階的に部分改修工事を行うことができ、その 5年の期間中

に改正された法令は適用されないというメリットがある( 図 1) 。

手続きは、期間と段階ごとの各工事について全体計画を特定行政庁

が認定することになっている。

例えばある学校で、夏休み期間中のみに改修工事期闘を設定して

3年聞かけて、エレベータ増築、耐躍改修、竪穴区画、シックハウ

ス対策を順次行ってLぺ事例について図 2 に示す。

全体計画認定制度は、匡|からガイドラインが出ているが、認定に

際しての運用にはさまざまなことが考えられる。各工事の単位を確

認申請の必要な程度にしか工事分けをしないような運用も考えられ

る。これは、各工事の状況についての報告制度も同法第 4 項にある

が、各改修工事完了時点での基準適合のさせ方が認定計画どおりで

あったことについて、確認不要の工事の:場合は建築主事や指定確認

検査機関が検査することができないから である 。また、この制度は、

ふ体計画の認定手続きだけしかなく、予定の工事完了時期や次の工

事開始のH寺期について届け出しても らう等、 申請者側からの意思表

示の手続きが決められていない。 しかも、ガイドラインでは 5 年間

にわたる工事期間程度までとされているので、通常行われている工

事の工程管理ではなく、工事請負契約にもなじみにくいものと思わ

れる。 しかし、柏極的にこの制度を活用すれば、既存建築物の基準

適合改修工事もやりやす くなるものと 思われるので、官民一体とな

って、ストック建築物の耐震改修等を進めていくことができる。

公共事業の施行等による敷地面積の減少についての

第3条等の規定の準用 (法第86条の 9)

公共事業に協力 したことにより敷地の一部が減少してしま った場

合は、建築基準法の敷地をベースとした建ぺい率や容積率等の集団

規定に適合しなくなり、その後の建築行為は一切できなくな った上

に、違反建築物として扱わざるを得ない場合もあり 、行政としても

耐震不適格建築物を渚築等する場合を想定。

着工後の規制強化される場合を検討。

. . 胡の工事の薗手前の盟制強化については3呆3 項3 . 4暑を適用す

るが. 適用時期を量撞の工事の薗手よりも撞とする. ( 特例C)

-(i )O) ， については置初の工事の置手前の捌強化で晶るため、置撞の

工事の薗手よりも櫨は週耳適用される. ぼ} の 4については量初の工

事の圃手憧の蝿割強化立ので、圏直適用され耳い)

図 1 平成16年 6 月 2 日公 布 建 築 基 準 法

同上交通'I i 住宅同市街地錯築総建築指将疎編集1111子より引間

i曽築工事 (遇策班飽申踊)

シッヲハウス換買設構設置(田定封血外)

淡路条町7 暫3項適用 {増鑓をする

部骨以舛田部骨であるため)

聞第 E 段階 てに二h，. -

階 段 竪 穴 区 画 改 修 ( 必 須)

一1 1 2罰 百

早7
屋

外

階

段

図 2

0 0小学校

増 築 ・改 修工事

来工 '11は夏休みj則II¥J内に

限定される.

屋

外

階

段

政令基準に適合する ※ 86条の7軍2 頃適用

外 壁 耐震 改 修( 毘定対疎外) 仕置銀をする独立部治以外の

独立部分であるため) 一一

認定工事完了証明書( 検討要)

( 不適格条項が取り消される)

苦労してきた。 しかし今回の改正により、ある一定の公共事業に関

して敷地面積の減少があった場合は既存不適格建築物として位置付

けされ、大規模な修繕や模様替えなど、の建築l確認手続きを経て、既

存建築物の安全上必要な改修工事もできるようになったのである 。

最後に 既存不適格建築物に増築等の工事を行う場合に、 一定の

増築等の範囲内で、適用させるべき条文と適用部分とを明確化した

ことにより、今までの法遵守の|慶昧さとその影響を受けた必然的解

釈による運用に比して、規制強化になったり、規制緩和になったり

する場合が生じる乙とはやむを得ないことであると思われる。今後

は、既存建築物に再臨対策をすることを前提に、建築技術者すべて

が謙虚に実行して p く姿勢が大事であると jZわれる。

(1、わた じゅんL、ち大阪府建築指導室為'査指導i l ! I ! 参事)

25 



各 論3

斜面地マンション問題等への対応

( 住宅地下室の容積率不算入措置に係る規定の見直し〉

村川博敏

近年、大都市の斜面地において、住宅地下室の容積率不算入制度

を用いて、低層住宅地にもかかわらず大規模なマンションが建設さ

れ、住環境の悪化を招くとして紛争に至っている例が見られる。こ

れらの斜面地マ ンション問題への法的対応として、平成16年 6 月2

日に公布された改正建築基準法で、住宅地下室の容積率不算入措置

に係る規定がもり込ま れ、平成17年 6 月 1 1: 1より施行さ れた。

法改正の主旨

. 住宅地下室の容積緩和( 平成 6 年改正) の背景

生活の多機化が進み、住宅にも様々な機能 ・空聞が求められるよ

うになり、住宅の地下居室においてもオーディオルーム、ピアノ等

の楽器練習場、 トレーニン グルーム等、 地下室の特性を積極的に活

用した機能・ 空間の実現に向けたニーズが高まった。

一方、都市部における地価高騰などにより、敷地を有効に利用す

るため、高さの規制、近隣への影響等を翫立昔、し、 地上ではなく、 地

下にスペースを確保しようとする動きが強まった。

平成 6年の改正では、上記のようなニーズに対応するものとして、

良好な市街地環境を確保しつつ、ゆとりある住生活を実現させるた

めの措置として改正されたと考えられる 。

・今回の法改正 (平成16年改正) の主旨・目的

近年、東京都や神奈川県下の横浜市、 川崎市など大都市の低層住

宅地の斜面地において、住宅地下室の容積尋河ミ算入措置を活用 して

大規模なマンションが建設され、住環境の悪化を招くとして紛争に

至っている例が見られる。

斜面地利用の

地下室マンションのイメージ

これらは、例えば、都市計画において低容積率が指定されている

第一種 ・第二種低層住居専用地域内の高低差がある斜面地に建築さ

れたものであり、建築基準法上の高低差 3 m以内ごとに設定される

ド1'- 均の地盤面」からの高さ 制限には適合しているが、外見的な階

数の増により、周辺の住環境や景観に影響を与えている。
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斜面地 (急斜面) 建築物の高さについて

このため 地 方公共団体においては、法第 ＵＰ 条に基づき建築物の ｉｾ ｾ

数を規制する条例を定める等の対応も行われているが、さまざまな

ケースを考えると、十分であるとは言えないとの指摘もあった。

そとで、容積率の不r . r 入補佐についても、高低差の著しい斜面地

等において、住宅地下室の容相率緩和による規模増加 を抑制するな

ど、 地域の状況により市街地環境を悪化 させるおそれがある場合、

条例により 地域の実情に応じたものとするととができる法改正がな

された。

規制適用の考え方

住宅地下室の容制緩和は、法令の中で位置づけられており、乙れ

までどおり住宅地下室の容積緩和は一定程度認めていく乙とを前提

に、本来の主旨 ・目的から逸脱し、周囲の住環境の悪化を招く大規

模な斜面地マンション等を対象に規制するととが基本であると考え

られる。

・法改正基準法の概要

法第52条第 5項で、容相率不算入の対象となる住宅地下室の範囲

を、条例でtIl リ限できることとされた。

地方公共団体は、斜面地マンションによる市街地環境の悪化を招

くおそれがある場合等、土地の状況等により必要があると認める場

合には、条例で区域を限り、例えば建築物に複数の平均地盤面が存

在するときには最も低い位世の平均地盤面を容積率算定の基礎とな

る地盤面とするなど、法第52条第 4項とは別に、 地盤面を定めるご

とができることとした。

・地盤面の設定の考え方 ( 建築基準法施行令第135条の15)

条例で地盤面を別に定める場合の基準としては、建築物が周回の

地面と接する位置のうち最も低い位置の高さ 以上に定める乙とと、

高低差が 3 mを超える場合と 3 m以下の場合乙寺とに、次の図で示す

範囲で地盤面を設定する必要がある。



[周囲の地面と接する位置の高低差が 3 mを超える建築物]

この位置より低い位置に地盤面は設定

できない

地盤面の設定の考え方

[ 現状]

※ 3 mの高さごとの平均地盤面級定によっては、

容積不算入が可能な地階が多数存在 平均の地盤面

[適用後の

イメージ]

ｾ＠
容積不算入対

象の地階部分

※最も低い平均地盤面を指定することで、

容積不算入が可能な地階を限定

住宅地下室の容積率不算入措置に係る地盤面設定の例

その他の改正

容積率の基礎となる延べ面積に関して、住宅地下室部分の容積率

不算入措置の算定にあたり、住宅地下室の用途に供する部分から、

共同住宅の共用の廊下 ・階段の用に供 する部分が除かれた。 ( 法第

52条第 3項)

具体的には、容税率算定の基礎となる床面積の算定に係る下記①

及 び②の適用関係について、最初に① の共用廊下・階段の床面積を

控除し、当該控除後の住宅の用途に供する部分の床面積の合計の 3

分の l を限度として、住宅地下室部分の床面積を控除することが明

記された。

①建築物の地階で、その天井面が地盤面から高さ 1 m以下にある

ものの住宅の用途に供する床面柏の不算入措置( 平成 6年創設)

② 共同住宅の共用廊下 - 階段の用に供する部分の不算入措置( 平

成 9年創設)

これまでの地方公共団体の取り組み

今 回の法改正以前においても、これまでに各地方公共団体に よ り

斜 面地等における建築物への対応が行われている 。

. 建築基準法第50条により、用途地域における建築物の階数に関し

て、例えは高さが10mの高度地区が指定された地域で階数を 5以 下

とするといった階数の制限を図る 。

[現状]
l
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建築物が接する地銀函の高低差模式図

床面積を容積率に算入する 。

規制の適用に向けて

今 回の法改正の適用にあたっては、それぞれの地域における斜面

地、 農地等の地形の状況や、 地j或特性により対応方法は異なってく

るが、法第50条条例の活用による階数制限、接する地盤の高低差の

規制等と合わせて適用すること、また現在大規模な斜面地 マンショ

ンが建設または計画されている 地域のほか、今後、建設が想定され

る地域について、予防的に規定を適用することが考えられる。

また、区域指定にあた っては、 ① 低層住居専用地域②斜 面地の特

性に応じた特定の区域① 住居系の用途地域等、良好な住J J j ' J 境の確保

を図る必要がある地域を対象とすることなどが考えられる 。

( むらかわひろとし I  

16年度日本建築行政会議市街地部会分科会員、 神戸市主l!築，羽盤J理主幹 l
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防災空間の確保と土地の有効活用

< 一団地の総合的設計制度と特例容積率適用地区制度 >

野村

今回の法改正により、 二つの特例制度の適用区域の拡大や要件緩

和の拡充が行われた。

一つは、建築関係者には馴染みのある建築基準法の一敷地ー建築

物の原則の例外が認められる 「一団地の総合的設言十制度j である 。

主に容積率などの集団規制が合理化 され、土地の有効利用と市街地

環境の確保が図られるとして、すでに、昭和29年から全国で約

l 万 7千件弱の認定実績がある fli !J 度で、ある 。

もう 一つは、未利用容和の有効活用を図ることを目的に、平成12

年に創設された「特例容積率適用地区制度J ( 創設時の 「区域J は

廃止 され、 今回「地区J として創設) である 。実績としては、東京

駅周辺の「大手町 ・丸の内 ・有楽町I山区J (約116.7ha) において指

定されている。歴史的建造物である東京駅丸の内駅舎の未利用容舶

を、区域内の別敷地に容積移転して、ピルの再開発計画( 建て替え)

が進められている 。

改正の背景には、 「密集市街地における防災機能の確保」 を図る

ことがある 。火災による危険性を怪減し、防災安全性を確保するた

めには、 災害時の避難場所や延焼防止となる防災空間を確保するこ

とが必要で、ある。容積移転を可能とする特例制度をツールとして、

防災空間を確保しようとするものである。

容柏移転とは、本来その敷地で活用できる容柏を、 別の建築物( 敷

地) に移転し使用しようとするものである 。容積移転が可能となれ

ば、移転元では防災空間が縦保 されるし、移転先では既存建築物の

共同化や老朽マンション建て替え等の実施を促すことになる 。既存

建築物の更新や土地の有効活用が図られることになり、既成市街地

の再生や市街地環境の整備改善に有効な ツールとして期待される。

一方、特例を認める制度であることから、適用にあた っては、建

築される建築物が交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がないこ

とを明確にし、適切な運用が求められる。

さらに、 地域課題の解決やまちづくり施策と連携できるような活

用研究も必要で、ある 。

一団地の総合的設計制度 ( 法第86条~法第86条の 5 )

一団地内に二以上の構えを成す建築物で、総合的設計に より建築

される場合、また、 一団の土地の区域内にある既存建築物の位置、

構造を前提として総合的見地から行った設計によ って建築する場合

( J ! I ! 担建築物設計制度) に、特定行政庁の認定により 、各建築物が

同一の敷地内にあるものとみなされる 。敷地と関係する容積率、建

ぺい率、被道義務などの規制が合埋化 される制度である 。

しかしながら本制度は、 H寺聞をおかずに複数の建築物が存する場

合に適用される特例であるため、今までーの建築物の場合には活用

28 迎鑓 と社会 ・2∞5.8

彰

することができなか った。このた め、今回、ーの計画建穀物の敷地

と防災空地等の空地からなる一団地においても、

①当該一団地の区域内の土地所有者及び借地権者の全員同誌を得る

ごと

②空地の全容積がーの建築物のために利用さ れることも可能となる

ため、当該建築物の位置及び桃造が安全上、防火上及び術生上支障

がないことについて、特定行政庁の認定を受け ること

③認定に係る計画について、当該一団地の区域等を公告すること

により、当該一団の土地の区域 を当該建築物の敷地として使用でき

ることとな った。また、その後、認定区域内において他の建築物が

建築される; 場合には、安全上、 防火上及び衛生上支障がない旨の特

定行政庁の認定を受ける ζ ととなる 。

〉

/ヘ

一団地の総合的設計制度の概念図

制度適用は、条文上、「密集市街地等」に限定した規定にな って

ないことから、従来どおり 、全国どこでも可能である 。ただし、各

特定行L政斤の認定基準をi j l i : j たすことと、当該建築物の位置及び桃造

が安全上、防火上及び衛生上支障がないかどうかについて、特定行

政庁の審査を受ける必要がある。

制度適用によ って、 実質的に空地部分の容積を隣接建築物に移転

できることから、設計の自由度が向上し、土地の有奴l利用が図ら れ

る。特に防災上危険な密集市街地においては、有効なツールとして

活用が期待さ れる。一般的に想定さ れるケース は、防災空間として

有効な都市内の緑地の保全や、すでに一定の防災機能がある空地の

陥保、さらに観光地などの剣勝地の保存などが考えら れる。

適用にあた って確認すべき事項は、空地の要件である 。条文上、

空地については 「建築物の数地以外の土地j と規定さ れ、必ずしも

「防災空地j として限定さ れていない。 しかしながら、 制度適用の

前提は空地を含んだ敷地であ っても 、建築物の位置、 配置等から考

えて、 一体的な団地として、継続的に維持し得るよ うな合理的な計

画が必要で、ある。あくまで建築物の敷地として利用可能なことが前

提であり、線路敷、河川敷、都市計画施設である公園等は想定さ れ



ていない。「空地J であ ればなんでも良いとはならない。

一方、建築が可能な空地ではあるが、狭小や不整形な敷地等、一

体的な団地として疑問が生じるようなケースも考えられ、 空地の形

状や面積等については確認が必要で、ある。

併せて、空地の利用形態や維持・ 管理のあり方についても確認が

必要である。認定時におしミて空地であっても、将来、週喋可能な敷地

を前提としていることから、認定後、追加，. 建て替えの認定手続きを

行えば、空地部分に規制に応じて建築することは制度上可能で、ある。

改正趣旨の「防災空間」確保を踏まえると、特定行政庁によっては、

空地の利用のあり方や維持 ・管理形態等の規定化も想定される。

特例容積率適用地区制度 Ｈ 法第 ＵＷ 条の Ｒｾ 法第 ＵＷ 条の Ｔ Ｉ

既成市街地の更新を積極的に誘導し、都市の再構築を推進するた

め、他の敷地の未利用容積の活用を可能とすることを目的に、平成

12年に創設された制度である 。

①商業地域以内①者11市基盤整備 ( 道路、鉄道、下水道等) が十分

に整備された区域③土地の高度利用 を図る必要性が高い区域の要件

をすべて満たす区域に限って、都市計画で指定することができると

された。容積移転は、「一団地の総合的設計制度J のように、それ

までも隣接敷地聞においては可能であったが、離れた敷地問でも可

能にな った。地区内であれば、都市計画で定められた容積率のトー

タルの範囲内であれば、複数敷地問で特例的な容積率制限を適用す

ることができる 。

今回、適用要件の①が、商業地域以外の用途地域( 第一種低層住

居専用地域、第二種低層住居専用地域及び工業専用地域を除く) に

も拡充され、商業地域に関する都市言十画において定める乙ととされ

ていた「特例容積率適用区域」を廃止 し、新たな地域地区として「特

例容積率適用地区J が都市計画法に創設された。

対象となりうる地区は、 制度創設時においても大都市の都心部等

に限られる見込みとされたように、限定的になる 。適用要件の① 卜

分なインフラ整侃l①高度利用の必要性が高い地区については、従来

どおりの規定であり、都心部等で都市の再生を図ることが必要であ

り、かつ建染物等の優良プロジェクトが検討されている地区等が想

定され、制度適用の効果がある。なお、対象地区においては、保存

すべき歴史的建造物、文化的環境の維持に寄与する建築物、緑豊か

な自然環境を有する敷地など、未利用容柏の活用の可能性がある敷

地の存在が前提条例ニとして必要で、ある 。

制度適用にあたっては、行政 ・住民 ・事業者等のまちづくり関係

者が十分な連携を図り、良好な市街地開境の確保に配慮、し、適切な

運用に努めなければならない。

特例容積率適用地区の指定 (都市計画の決定)

(" 

容積の有効活用

特例容積率適用地区制度の概念図

都市計画の手続き (市町村)

関係権利者 (所有権者、借地

権者、抵当権者) 等の合意

公 告 縦 覧(特例敷地の位置、

特例容積率の限度等)

特例容積率適用地区制度手続きフロー

地区指定に|探しては、都市計画部局の役割が重要である 。容積率

は、都市計画の用途地域での決定事項であるように、市街地形成の

重要な事項である。まして容積移転となれば、計画的な市街化や市

街地環境に大きく影響する。手続き上、都市計画は地区指定に際し

てのみ関与し、個別敷地( 特例敷地) の容積移転( 特例容積率の指

定) にはかかわらない。そのためにも、都市基盤の整備や、 一体性

を確認した上で、適切に地区を設定する必要がある 。都市計画の地

区指定基準を明確に示すことが必要である 。また、指定に先立ち、

地区内及び周辺住民の意見を反映する場づ くりやまちづくりビジョ

ン策定に積極的な関与が必要で、ある。

また、都市計画部局と建築部局の連携は欠かせない。容積移転の

従前地 と移転先の組み合わせは、区域の特性によっては道路( 交通

量) 等の都市基猿面に大きな影響が出ることが想定される 。特例容

積率の指定にあたっては、高容積の敷地と低容積の敷地について、

土地利用の合理性を判断する必要がある。例えば、容積移転による

インフラ等への負荷( 影響) の検証、望ましい容積率のあり方等、

具体的な検証を行うことが必要となる。建築部局として、特例敷地

及び特例容積率の指定基準を明般に示すことが必要である 。

地域実情を踏まえた制度活用

地震等が発生すれば市街地大火となり 、甚大な被害が生じるおそ

れのある密集市街地は、全国で約25.000ha にものぼる 。危険な密

集市街地の解消は、緊急の課題である。課題解決のツールとしての、

土地の有効活用を図り防災空間の確保を図ると いう 制度であるが、

市街地の形成状況やまちづくりは、 地域によって様々である 。

運用にあたっては、 地域住民の意見の反映や、良好な市街地環境

の確保に配慮する乙とが必要で、あり、「安全で安心できるまちづく

り」の促進を目指して、引き続き、 地域実情を踏まえた制度活用の

研究が必要である。

(のむら あきら 京都府土木建築部建築指導課)
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既存建築物の安全性の確保

〈定期報告・検査制度の充実〉

昭良中

固

四 1 d亙言つ

従前の建築指導行政は、主として新たに建築される建築物に対す

る規制・誘導を重点的に行ってきたところであるが、フローからス

卜ックの時代へと社会情勢が変化 していくなか、新宿区歌桝伎町で

の雑居ピル火災の教訓も踏まえ、既存建築物の安全性及び市街地の

防災機能の確保を図る必要性が求めら れるようにな ってきた。

こうした社会情勢を踏まえ平成17年 6 月 1 日より、 「建築物の安

全性及び市街地の防災機能の確保等を図るための建築基準法等の一

部を改正する法律」等が施行され、既存建築仰における安全性の確

保に向けた措置が重点的に講じられる乙ととなったが、特に既存建

; 固く ⑥ iF
I  I  ' _ . I 今回改正された部分

_ . - . _ . ーーー・ーーー・ー. ， 太字

定期調査( 検査) の依頼

定期調査( 検査) 結果の報告

定期調査( 検査) 報告自鎚出

定期調査( 検査) 報告済証発行

定期報告該当物件の抽出、 通知1m作成、未報告者への督促通知]{l. i作成

定期調査( 検査) 報告出拠出

報告書内容について聴取

通知合送付、督促通知j li 送付、審査済証送付、 立入検査

定期調査( 検査) 報告概要警の閲覧

改普報告

図 1

築物の情報収集の手段として定期報告制度の重要性が見直され、大

幅な改定による充実強化が図られたところである 。

本稿では、法改正によって充実強化が図られた、 この定期報告制

①

②

③

①

回

回

回

回

国

固

度の内容や大阪市における取り組みについて述べて p く。

定期報告制度等に関する法改正の概要

1  ) 既存不適格建築物に対する勧告・是正命令制度の創設

(法第10条 1項及び 2J頁)

既存不適格建築物のうち、著しく保安上危険または衛生上有害な

ものに関しては、所有者等に対して必要な措置等を命ずることがで

定期報告制度等に関する法改正概要のフロー

ととができるようになった。

きることとされていたが、近年、本命令の発動が少なく、危険・有

警な恐れのある既存不適格建築物について、安全 ・衛生の性能確保

に関する措置の実効性が低くな っている実情を考慮し、既存不適格 ①建築主事が立入検査をすることができる範囲の拡大

( 法第12条第 6項)建築物に対する勧告 ・是正命令制度が創設さ れた。

定期報告がなさ れない場合、あるいは定期報告の書類の調査 ・検

査等の報告を行った一級建築士等の調査者から不適合等の調査報告

2 ) 建築物の定期報告に係る報告・検査制度の充実強化

①国等の建築物について定期点検の義務化

( 法第12条第 2項及び 4項)

園、都道府県または建築主事を置く市町村の建築物の管理者であ

その状況把握のためあるいは事項の指摘があ った場合においては、

是正命令等の法の施行に必要な限度において、当該建築物、建築物

の敷地または建築工事現場に立ち入って検査で、きるようになった。

@ 定期報告書の閲覧制度( 法第93条の 2)  

特定行政庁に対する書類の閲覧申請の対象に、定期報告概要書等

る園、都道府県もしくは市町村の機関の長は一定の建築物について

は定期に( 建築物については 3年以内ごと、建築設備については l

年以内 ごと) 、資格を有するものに損傷、腐食その他劣化の状況を

が追加 された。またその中には、定期報告が特定行政庁に対して定点検させることを義務付け、 公共建築物の安全確保の徹底を図るこ

期になされているかの履歴なども加え られた。

このことにより建築物を利用しよ うとする者が、当該建築物の安

ととなった。

②定期報告調査者に対する報告内容についての聴取 (図 1)  

( 法第12条第 5項) 全性を自分で確認できるようにな った。

①罰則の強化 ( 法第93条の 2)

定期報告に対して報告をせず、または虚偽の報告をした者に対し

従来、調査 ・検査を行う資絡を有するものが、調査 ・検査の内容

に関し、所有者に知らせないまま違法状態を適法状態として調書等

ての罰金がヲ |き上げられた。を作成し、それが特定行政庁に報告された場合には、その真偽を確

認する手立てが法的に措置されていなかったととを考慮し、特定行

政庁が所有者から受け取る定期報告の内容について疑義がある場合 大阪市における定期報告の現状

大阪市における定期報告対象件数のうち報告のあった割合は表 1には、 実際に調査を行った一級建築士等に直緩詳細な報告を求める

建築と社会 . 2∞5.830 



表 1 大 阪 市 に お け る 定 期 報 告 実 績 表 ( 用 途 別)

学校 集会 場 公 会 堂

対象数 報告数 「 未報告 対象数 報告数 ー 未報告

率 率

1-112  192 149 781 43 45 40  89 

1-113  

1-114 202  161  801 41  43  38 88 5  

1-115  

1-116  214  170 81  41  44 40 91  4  

ホテル ・旅館 児童福 祉 施設等

1-112  497  197  401 300 

1-113  71 63 89 8  

1-114  500  201  401  299 

1-115  95 85 891  10  

1-116  494  201  411  293 

診療所 百貨 庖 マーケ ッ ト等

1-112  

ト113 65 43  661 22 290  192 66 98 

1-114  

f- 115  62  41 661 21  309  204 66 105  

1-116  

キャバ レー ・カフ ェ一等 飲食庖

1-112  

Hl 3  86 42 491 44  122 67  551 55 

1-114  

1-115  89 48  541  41  122 75 61  47 

1-116  

博物館 ・美術館 等 ポーリン グ場 等

1-112  

1-113 2  50  20  14  70 6  

1-114  

1-115  

1-116  2  50  23 17  74 6  

共同住宅 事務所

1-112  8556 4494  531 4062 

1-113  1179  1043 88 136 

1-114  

1-115  8332 4700 561 3632 

1-116  1222 1088 89 134  

劇場 映 画館 等

対象数 報告数 一 未報告

率

46  32 701  14  

44 32 731 12  

47  35 741  12  

病 院

209 173 831 36 

212  167  791  45  

公衆 浴場

23 7  30  16  

21  9  43 12  

混合同途

204 141  69 63 

213  151  71 62 

主寄宿舎

193  138 72 55 

合計

9336 4912  531 4424 

2271  1786 791 485 

982 570 581 412  

9455 5480  581 3975 

2046  1555 761 491  

表 2 大 阪市 にお け る 定 期 報 告 実綴 表 ( 建 築 ・設備とも)

平成12年1St 平 成13"1三度 平 成14年度 平成15年度 平成16年度

建 築 設備 建 築 設 。m 主II 築 設備 建築 設備 建 築 設 ｾ ｩｩ ｬ

報告対象
35，237 36，576 37，706  38，944  39，941 

件 数

9，336 ト一一一 2，271 ト一一一一ー 982 9，455 
一

2，046  

2，280  2，378 2，422 2，458 2，495  

報告件数

恒，077 35，283 36，050  37，685 36，437  

4，912  1，786 ト一一一 570 5，480 1，555 

1，868 1，846 1，833 1，861  1，856 

97% 97% 96% 97% 91  %  

報告 率 53% ト一一一 79% ト一一一ー 58% 58% 76% 

82% 78% 76% 76% 74 % 

93% 93% 94%  94%  94%  

全国平均 51%  ト一一一 54%  
一

57% 57% 60%  

47% 48%  51  %  49% 57%  

日史的 (上 段 昇ー|経機 下 段 建 築 設 備 )

のとおりである。年度( 用途) によ って大きく異なり、未報告数が

対象施設数の20 %から 50 %程度ある 。

[集会場 ・公会堂] [児童福祉施設等] [事務所] が高い報告率で

推移している 一方で、、 [公衆浴場] や[ ホテル - 旅館] における報

告率が低くな っている 。

また全国との比較 ( 表 2) では、年度によ って報告を要する建物

用途が各行政庁により異なるので、 一概に比較はできないが、年度

によ っては国より大きく上回 っている 。

今後既存建築物において安全性の確保を図っていくためにも、こ

の未報告建築物に対する取り組みは重要な謀題である。

定期報告制度の充実に向けた取り組み

現在、大阪市では定期報告制度を活用した既存建築物の安全性の

確保に向け、次のような取り組みを検討している 。

(  1  ) マニ ュアルの整倣

保安上危険または衛生上有害の恐れのある既存不適格建築物につ

いて定期報告がなさ れた場合、調査者( 検査者) に詳細について聴

取を行い、必要な場合は立入検査を行う 。

結果、著しく保安上危険または衛生上有害な場合、勧告 ・是正命

令を行うことになるが、本市において既存建築物は膨大に存在する

ため、対象建築協について整理を行 っているところである。

計画的な指導をしていくには勧告 ・是正命令を行っていくための

判断基準の作成が必要である 。作成の基i惨として特に保安上危険ま

たは衛生上有害 と判断 されるものや、対象建妻役物の用途 ・規模 ・建

設l時期なども考慮、し、一部の既存建築物について不利益とならない

ような配慮、も必要で、あると考え、検討を行っている。

また地震H寺に大きな被害をもたらす恐れのある既存建築物や外壁

落下等、第三者に対しての安全性 も考慮する 必要がある 。

一方、劣化状況の判断基準も 必要で、あるので、建築物の不適格状

況が客観的に把握できるようなチェ ツクシー トの作成を行っている 。

( 2) 既存建築物の安全 ・防火対策をより効果的に実施するために、

大阪府下特定行政庁統ー として定期報告の対象規模の拡大などを行

い、定期報告制度の拡充を区|る。

法改正の趣旨に基づを定期報告が必要とさ れている現在のJJ i¥i模の

範囲を拡大することにより、新しく対象となる建築後l数の増大が考

えられ、建築物の捕捉方法が今後の大きな課題になる。

(3  ) 定期報告の対象建築物を確実に把握するために、台11長整備 を
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f丁う 。

データの収集方法およひ芳班使用中のデータや今後の活用方法ま

たソフトの選択等整備が必要。

( 4 ) 公共建築物の定期点検制度について、円滑な運用が図られる

よう、施設管理者に対する周知に努める 。

公共建築物についても定期的な点検を義務づ、け、計画的修繕計画

による今後の公共建築物の長寿命化施策に対応する 。

( 5 ) 必要に応じて、改正された建築基準法による立入検査を実施

するなど、実態把握に努める。

今回の法改正で、建築物への立入検査や定期報告概要書の閲覧制

度ができたことにより、今後は未報告建築物についても、必要と判

断したものは立入検査を行うなど、 計画的な実態把握に努め、報告

率の向上を図 ってL 、く 。

( 6 ) 定期報告制度の対象建築物の所有者などに対して、防火安全

対策や建築設備の保安・管理などの必要性と維持保全について周知

徹底を図る。

既存建築物の安全性の向上を目指して

東南海・南海地震の発生が危↑ 具されるなかで、災害に強いまちづ

くりを進めていくこと、また市民の生命や健康 ・財ー産を守っていく

ために建築物の安全性の確保を図っていくことが、改めて強く求め

られている 。

大阪市では平成12年度に「大阪市建築物安全安心実施計画J を定

め、建築物等の違反防止、検査済証の交付率の向上、市民啓発等の

各種施策を総合的に実施し、安全なまちづくりを推進してきたとこ

ろであるが、現在新たに今後 5 カ年を重点期間と位置付けた「新大

阪市建築物安全安心期間画j を策定中である 。

「新大阪市建築物安全安心実施言|画J では、今回改正された建築

基準法や現「大阪市建築物安全安心実施計画J の検証結果、社会情

勢等を踏まえ引き続き新築建築物対策及び既存建築物対策・をより 一

層推進するとともに、市民との協働を図る視点に立った施策を充実

し、「市民にとって安全で、安心なまちづくり J を目指すこととしてい

る。なかでも、雑居ビルをはじめ、不特定多数の市民が利用する既

存建築物の安全性の向上を図ることは、大きな目標のひとつである。

こうした目標の達成に向け、既存事it居ピルなどにおける安全対策

の強化に加え、老朽化した危険な建禦物への指導の推進、 P街字不適

格建築物における安全性の雌保に向けた取り組みを充実するととも

に、本文中にも記述した定期報告制度を活用した取り組みを積極的

に推進し、市民にとって安全で、安心なまちづくりを目指したい。

( なか あきら 大阪市住宅局建築指導部監察課担当係長)
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民間提案型の都市計画( 神戸三宮駅南地域)

和測 大

神戸市都市計画総局建築指導部建築調盤諜

416 

法

令

コ

ー

ナ

ー

建物の周囲は、北側で 1 m、東側で 2 m、南側で1. 5mそれそやれ壁

面後退させ、歩道と一体となった歩行者空間を整備し、笈と全でイ対薗

な活動に寄与する計画である。

( 4 ) 多機能便所の計画

商業U庖設、シネコン、業務施設の用途ごとに、独立した多機能便

所を設置する計画である。なお、神戸市の区分所有にあたるパスタ

ーミナル( 1階) においては、神戸市般奨の 「だれでもトイレ( オ

ストメイト対応の多機能便所)J の設置を検討中である。

l 周辺への展開

三宮駅周辺では、今回の都市再生事業や歩行者動線の 3J 晋ネ ッ ト

ワーク構想に合わせて、歩行者デ、ノキや地下通路などの蛇あ劉前を

推進している。

l阪神三宮駅では、東改札口の新設、ホームの延長拡l隔、エレベー

ターの設置等、駅を全面的に改良する計画であり、合わせて東改札

口に接続する地下通路の整備に取り組んで、いる。この地下通路は、

地下レベルの歩行者ネッ トワークの形成、三宮駅周辺の交通結節機

能の強化、阪神三宮駅の防災性向上などの整備効果がある。

神戸市の都心の中核である神戸三宮駅南地域は、平成14年10月、

都市再生特別措置法に定める都市再生緊急整備地峨に指定された。

平成15年10月、同法に定める地域整備方針に基づいた都市計画の

提案が、神戸新聞社から神戸市に出された。 この提案を踏まえて、

平成16年 3 月、神戸市は 『都市再生特別地区J r交通広場J r歩行

者デッキJ r地下通路j について都市計画決定を行った。

当出或内にあり、震災により被害を受けた神戸新閉会館の跡地で

は、( 仮称) 神戸新開会館ビルの建設が進めら才L 現在、ハートビ

ル法の認定について神戸市と協議中である。

「震災後の蹴鞠の更新 ・劉請により、各交通機関聞の乗り換えの

利便性、回避性、防災性の向上を図り、すべての人の安全 ・↑ 知直な

活動に寄与する歩行者空間を附呆するJ ( 1 也幡断針より抜粋)

... t也上 ・テーッキレベル
企地下レベル

l 都市計画決定の概要

凡例

こコ 都市再生特別地区

..1_ 建築物の外壁後退

(仁: ! j j ) : 後退距離)

ｾ交通広場 ｻパ スタ ミナル)

(事 パスの進む方向)

ｾ歩行者 子 ｹ キ

r . ー 『

l . _ . . J  

そごう

3層ネット ワー クの舷充整備神戸三宮駅南地域の霊備( イメ ージ図)
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l 法制度に関する考察

三宮閑司辺は、交通バリアフリー法に基づく「神戸市交通バリア

フリー構想、」の中で、重点整備地区に指定されている。法制度によ

るまち中心部の ー イ本的 ・ 面的整備を ｊ 悩主するためには、ＧＡｬｾ行の 交通

バリアフリー法とハー トピル法を統合し、主要駅やk D各に力i] え、駅

から一定の範囲にある方笛交や公固なども、バリアフリー化の対象に

指定する計画を策定できることが必要で、あると考えられる。

さらに、この計画策定主体である市町村等に対して、住民や民間

非営利団体などが、原案を提案できる制度の創設も必痩であると考

えられる。

(わぶち だい)

建築と社会 ・2∞5.8

l ハートビル法の認定協議

(1)  ( 仮称) 神戸新|調会館ビルの概要

敷地面積: 約2，560ni

建物規模: 延床面f 1' V約41，000ni

階数/ 地上18階、 地下 2 階( 高さ約92m)

用途 Ｚ Ｏｾスターミナル、商業施設、シネコン、業務施設等

(2) エレベーターの計画

建物内のバリアフリー対応のエレベーターは、将来的な 3層ネッ

トワーク椛怨への対応も考慮し、 2階デッ キや地下通路からの上下

移動にも利用できる計画である。

( 3 ) 敷地内通路の計画
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245 新建材の頁

ノンプロン断熱材

環境影響評価 (L C- GHG)

ロ施工

・冷房負荷

・解体時

表 2
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l ウレタン吹付け断熱材の環境配慮商品への転換

集合住宅 ・オフィス結露防止用途等で普及しているウレタンl次付

け闘関財の分野では、オゾン層保育猷オ策として、従来発泡剤として

使用されて来たフロンガス (HCFC141b) が規制対象となり、

2003年末に生産及び愉入が中止となった。これに伴い、現在は代

替フロン (HFC) に転換されているが、 HF Cはオゾン府を破様し

む、ものの、地味潟I劇むには作用するため、地球湖媛化抑制に寄与

する脚刷への樹子が求められてL、る。

こ乙では、オゾン層破換物質を含まず、かつ地球澗ｾ封印 ｦｬｦ ｬｬ リ に寄

与するノンフロン間関財「エパーライト - NF NRJ を紹介する。

く算出条1'1'>

・住 宅 モ デ ル 蛍 式RC治集合住宅( I BECモデル l泣上陥商2H主戸、 床而品，174.3m'. TtI/f'J 芭)

・ ［ｴＭｬｾ断熱 材 ι 吹付け ウレタン

( ノンフロン当骸開発品、従来フロンHCFCI41b品、次世代フロンHFC245fa/365mfc品)

. 対象地械 I- V! 地域 (札 幌、盛問、 仙台、東京、鹿児品、 )JI I制)

・1出JTlJ U/IIIIω 年

Ｎ 断熱 ｕ Ｚ 椛次世代行エヰｊ，ｾ司 ｜ Ｎｉｴ 繊胤 定「熱紙抗 ｊ ，ｾ単 ｊ に雌 ｩ 拠 。 各部 ｩ 立とも内断熱施工としたＮ

ただし断熱補強部は考 l . i I ! . していな t、

・ 生活スケジュール文献 Ｑ Ｉ 水石、 村上 、 伊香 ｲｾ 住宅の断熱強化による泌室効* ガス削減に附

する研究( 日本企II 築学会諭文集)

. 熱負荷計算。熱1"1{. :ml.n: ソフト rSMASHJ (生II 第卯境 .j Iiエ ネルギー機構) をmいて算出したl嬰

冷 ｭ 負 担 ｉ をエ才、 ｊ レギ ＭｩｬＧ ｉｾ Ｑｦｦｩ別 家路 ｊｬｉ ｉ ＧＲＱｬＨ ｴ ｬＮ日エ才、 ｊ レギ ＭＱ 円ｾ内訳および峻冷房 総具の機 ｩｩ￬ｩ 効率

から細別ごとの1唖冷I i ) エヰルギーに換算した。

エ才、ルギー剛別家路川 ｬ 疲冷防エ才、 ｊ レギ ＭｩｬＧｩｾＱ 村ｩｊｬＨＱＧｊｬ Ｑ 合→ ｉｊｬ 典エヰルギー 経済統語 ｉ Ｎｾ 覧 Ｒ ∞ Ｒ

曲目n本エ ネルギー 研究所、

・施工11事の発泡沖i紋倣 各発泡系における尖測I，i' iを適m

. co，排出版単位。地味温暖化対策If. 進法施行令 2α 旧年度よ り適!日

エネルギー臨)j'fCO，V! 'IJl 阪単位 (2仮同年l ( t ) →m拠 地 球 潟 暖 化 対 策111進法施行令

l ノンプロン断熱材「工パーライトNFNRJ の特徴

(1) 環境に配慮したノンフ口ン製品

- 水とイソシアネート反応で発生する炭酸ガスを発泡剤として利

用。

- オゾン層破壊物質を一切含んでいない。

・フロンを使用していないため、地球溜t暖化抑制に寄与する。

(2) 既存の発泡機でオールシーズン現場スプレー施工が可能

. 施工会社が従来より使用している発泡機で，胞工が可自1L

- 夏場、冬場を問わずフロン品同等の施工性を実現。

(3) 高い難撚性

.  J I SA1321の釘燃 3級に適合。

(4) 低い熱伝導率と優れた断熱性能

.  r住宅の省エネルギー基準j のDグループ。に相当。

・烈ぱ云導率の経l時変化が少なく、熱的性能が安定。

新

建

材

の

頁

l 主な施工実績

- 大|附立大学工学.ji Jf 究干物質系車f合 格 伏 胸 荷 堺 市 ・4，000ni )

・中部国際空港地方合同庁舎( 愛知県常滑市: 4，000ni) 

・ ｉｾｾ ｊｉｉｉ Ｚ ｉ Ｚ ｉ 央マンシ ョンＨ 神 奈 川 県横浜市Ｚ 4，000ni )  

以上のように、施工性、品質、環境性跡地調、したノンフロン断

烈財は、 地球温l凌化事il*リを低減する商品として、今後一層社会に貢

献することが期待される。 欄 11 務 倒 糊 )

(1) ウレタン断熱材の発泡剤別環境影響評価

現在主流の代替フロン (HFC) は、オゾン層破駿物質は含まな

いものの、 地球温度化作用は大きく、 地球温J ! 菱化係数はノンフロン

( 炭酸ガス) の約900倍。ノンフロン( 炭酸ガス) は、 地球温暖化

事 ＱＱｭ リ に寄与することがわかる 。 Ｈ 表 Ｑ 参 ｈｾＩ

(2) ライフサイクルでの影響評価 ( LC- GHG)

集制主宅モデルにて、凶間財の原材不胤l造、製品製造、ガ匹、入

居中、解体迄のライフサイクルで発生する温室効果ガス発生虫;

( C0 2換算) を検証( 次世代省エネ基準の仕桜規定に基づL、て設昔|ー

した50年間の{ 直) 。各地とも開l J i ; 故郷錦平価 ( LC- GHG) の値は、ノ

ンフロンが最も小 さL呼直となり、ライフサイクルにおいてもノンフ

ロン間関桐が地球 湖 肪七を抑制することが検証された。 (表 2参照)

l ノンプロン断熱材の環境影響評価

大阪府立大学( 施工後)

l 第 3者機関より新技術認定取得

エパーライトーNF NRは、ノンフロン断熱材として初めて公義法

人である財団法人日本建築センターより新建築技術認定を取得し

た。 ( 2004年 7 月15日付、認定番号: BCJ - AI BT- 16)  

当認定においては、製品の品質 ・性能に加え、ライフサイクルに

おける蹴坑負荷低減においても誇刊li を受け、認定を取得したもので

ある。
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この警は建築と環境の関係を案内する一種

のガイド、フ。ツクである。 したがって、知りた

いと思う部分だけを読むことも可能だが、私

は全体を読み通し理解することに意味がある

と思う 。その理由は後で述べる。

構成は次のようになっている。まず建築と

「環境」のかかわりが語られる 。編著者の恩想、

特に地球環境と建築の関係が随所に感じられ

る。次に建築の「構成要素J (各部位) と環

境の関係が述べられる。 さらに視点を逆にし

て、光・音・空気・熱などの「環境要素」を

基点にそれらの利用またはそれらからの防衛!

など、建築としての対応が書かれている。

建築から環境を、環境から建築を相互に見

ることで要素関の関係性を解明するのに加え

て、省エネルギ一、環境共生、環境の管理、

高齢者対応という今日的な課題を取り上げ、

建築と環境の包括的な展開を論じている。

そして最後には、いわゆる「建築原論」の

基礎を集約的に掲載し、この書をしめくくっ

ている。当然、巻末には索引が付される。

柏原先生から書評を依頼され、この本を最

初から最後まで注意深く読み通すことにな

り、図らずも大変勉強になった。これまでの

自らの活動を振り返り、「本当にそのとおり」

と同感したことが多かったし、「そこまで理

解していなかった」と反省させられたことも

少なからず、あった。そ して、もう少し早い時

期( 実務をこなしていた頃) に「もっとこの種

の勉強をすべきだ、った」という思いが残った。

第 3 章の環境要素以降は分野ごとの識者に

よって執筆が分担されているが、その割には

統一感があり、編者の力量がうかがわれる。

写真が非常に多い ことを大いに歓迎する。

ひとつひとつの写真が小さいのは限られた紙

幅の中に多くの事例を紹介するためやむを得

ない。いや、むしろ実物を見たいと思わせる

ためには望ましいことかもしれない。略図も

分かりやすく理解を助ける。

風土を異にした海外の事例紹介が多く、環

境が建築に与える影響と対応の姿を知る参考

になる 。また、回転ドアの事故など、最新の

情報も含まれている。

記述は基本的なことが多く、表現はおおむ

ね平易である。参考文献リストが充実してい

るので、より深く理解したい場合には、これ

らを参照できる。 ともあれ、読み進むに従っ

て、建築の各部位と環境要素のかかわりにつ

いて理解が深まる。

書 評

建築デザインと環境計画

柏原士郎 a蕎

盟寧・人芭何梼裕胡限・司. . . ・2・

‘a  11. ."'.8' 予 防塁池ー健却と. .  

輯倉. 庖

欲を言えば、建築 ・環境に関する各分野の

要求が相反する事例紹介と、それらにどう対

処するか、という判断材料がも っと欲しかっ

た。例えば、美学的には外壁に濃い色を使い

たいが夏の過剰な受熱が問題となるケース。

高齢者の安全性 ・快適性 ・モビリティー確保

のため比較的高い室温・明るい照度 ・追加的

動力などにエネルギー消費が増えてしまう問

題。あるいは建材の機能と生産 ・輸送に要し

たエネルギー消費や環境汚染の関係、などへ

の言及である。

建築本来の美と機能を満足し、かつ環境へ

の負荷を極力小さくすることは、 言葉で表現

するほど簡単なことで、はない。恐らく個人の

学習だけでは追いつかないし、重要な判断に

短期的な経済性が優先してしまうことも起き

る。環境性と経済性を両立させるには、税制

など環境に良い設言| を優先させる制度や、長

期的に見て正確な情報にもとづく合意形成が

不可欠であろう 。

どのような状況にあっても、正しい知識と

洞察力で問題発生を未然に防ぐ総合的な判断

能力が、いよいよ建築のリーダーに求められ

よう 。彼らは環境問題の所在と理由を実感で

きなければならない。それには、建築を横断

的な視点から理解する必要がある。「この警

は読み通すことに意味がある J と最初に述べ

たのは、この横断的思考能力を自分のものに

するためである。

建築の各分野の境界はもちろん、建築の枠

さえ越えて取り組むべき謀題は多い。景観、

省エネルギー、ユニバーサルデザイン等がそ

うであるように、ここで主題となる 「環境J

はその最たるものであろう 。

地球iluU暖化をはじめとする環境問題が深刻

化している今日、建築設計は空間的なデザイ

ンだけでなく、熱・光 ・空気・ 水・ 素材など

あらゆる要素を横断的にとらえる力量をこれ

まで以上に求めている。特に建築デザインを

エネルギーの消費と関連付けてイメージする

ことは、意匠 - 構造を問わず極めて重要である。

以上のような意味から、本著は建築を目指

す学生にと って格好の入門書 ・参考書である

ばかりでなく、すでに各分野でプロとして活

躍している建築関係者にとっても、建築を総

合的にとらえなおすためにお勧めしたい好著

である。

書

評

( ほ 附 け 1  

大阪ガス株式会社エネルギー・文化研究所研究主幹/
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び、っくり仰天のサンフランシスコ

大正元年11月 4 日 (月曜日)

午前五時起床。D ecklこ出てみれば船は早サ

ンフランシス コに着きて沖合に停泊せるなり 。

七時頃検疫船が来る 。移民宮が来る 。税関

官吏がやって来る 。移民官はパスポー トを調

べて、夫から質問が始まる 。ぺろぺろではと

んと返事の仕様がないと思ふと、毛唐の方が

余程 日本人らしい調で、あなた米国初めてで

すか、紐育からロンドン行くですか、紐育に

幾日ほど逗留します。一々夫に答へる。夫で

はよろしいと調べの済んだ印の紙を呉れる。

七時頃ベッドにもぐり込んで見たが中々寝

入られぬ。電車の音が騒々敷。表は明日が大

統領選挙日とかてや示威運動の行列。中々盛ん

に鐘や太鼓でドンチャンドンチャン。寝られ

ぬ俸に色々考へる 。

アメリカの土を踏んで漸く 一 日。何の感想、

もある筈はないが、 如何にも物事が大げさで

O丈夫で色も毒々敷程に濃厚でごつごつして

物を一つ持つにも余程力の入る様なふっく り

した処のない余絡の少ない。詞でも何でもど

ぎつくて骨迄透れと怒鳴る様に関ヘる 。優美

な趣は少しもない。人の足並挙動者11 ( すべ)

てが軍隊の行列じみて居る。ホテル等も慣れ

ぬ内は何やらすげない様な、部屋は温かでも

冷かな様な気の許せない心地がする。

終日雨天。

に属し現場はドレインの工事中なり 。アメリ

カ政府の子に於てすべき建物の費用約千二百

万弗斗かりなり 。夫れから色々と図面を見せ

て貰ひ製図場の中を巡覧して頗る親切に説明

せり 。此技師は一度日本にも来た事ある 由に

てさよなら位は 出 来る人なり 。 ｾ ｉ ｾ 々立派なる

設計にて竣功の暁にはI燃( さぞ) 壮観なるべ

し。1915には又々来て見ねばなるまい。

大正元年11 月 9 日( 土曜日)

朝来降悶。正午吉川君来訪。一緒にフィヤ

アモン トホテルに至り館内隈なく見物する 。

一寸日記帳位には書尽くせぬ、広間、パーラ

一、チールーム、キッチン、客寝室等一々見

廻る。八階造りにして数ヶ所にエレベーター

を設け上った り下ったり 二十日鼠の如 くに引

廻り廻されてひ寺っく り仰天。無線電信、普通

の電信郵便、電話交換室、株式相場掲示室、

畑草屋、絵薬害屋何でも彼でも館内に備ひて、

奇麗な小 さいーの市街の様な観がある 。あら

ゆる文明の利器を利用して欠くる所がない。

夫れから吉川氏の住宅( アパートメント)

拝見に出掛ける 。一棟の中に五十五六戸住居

して居る 。玄関に部屋の数丈けのベルがある。

尋ねて来た人は此ベルを押す。其横にある電

話器を耳に付て聞て返事がなければ留守と心

得、名刺の裏に用事を番付・けて横の金属製の

箱の中に入れて帰る。主人か家族か居れば電

話で11出をしてまーまーお上がりと云ふ調子で、

御免と 云ふて上ってくる事になれば上のベル

永井総領事の紹介により大博覧会事務局に を押して呉れる 。玄関の戸が明く 。エレベー

至り諸設計図を見せて貰う 。技師の説明によ

れば、是迄の博覧会は何H寺も開会の間に合は

ぬものの様になって居る故遺憾に湛へて、 此

度は1915の九月 中には必ず諸建築を竣功せ

しめて立派に間に合はす積りなり 。当建禦物

の色彩に付ては大に研究を重ね、今迄の様に

博覧会と言ひば白い建物斗りと云ふ様な習慣

をfl 皮りて様々な色の配合に苦心し、スタイル

も各館尽く新手法を用ゆる計画なり 。殊に海

岸にして風雨強きを以て、庭闘の如き人の休

憩すべき処は、重に中庭を取て風の当らぬ処

にベンチを配列する方針なり 。只今は計画中

36 建築と社会 ・2∞5.8

ターの入口にてベルを押す。何処に居る H寺で

もエレベーターは下へおりてくる 。処が其符i

の ｉＺ ｉ ｾ にエレベーターボーイが居ない 。 中 へ這

入って二階なら 2 、三階なら 3 のベルを抑せ

ば、; J ; t エレベーターは指定の処へ留まる 。戸

を明けてお部屋へ通る。其お部屋が二ルーム、

三ルームより八ルーム位迄ある。{業の見たの

は三ルーム。寝室、食堂、キッチン、浴室を

一人にて占有する 。此部屋に温湯、電気エレ

ベータ一、スチュームヒータ一、ガス等一切

借家人の使用の憧なり 。; J ; t 寝室なるものは最

新式のWall bedを用ゆ。此ベッドは倒さに引

万国博とアパート

石田潤一郎

大正元年( 1912) 10月19日に横浜を発った設

楽貞雄は、同月 28日にハワイに立ち寄ったあと、

11月4 日、ついにサンフランシスコに上陸する。

こののち約 2 カ月間かけてアメリカ合衆国を横

断するとととなる。

米国がその繁栄を真に稲歌するのは1920年代

のいわゆる戦間期で、ある 。だが、設楽貞雄が訪

れたこの1910年代初頭でも、その経済力はもは

やヨーロッパ諸国を凌駕していた。1912年とい

うと、 4 月にタイタニ ック号が沈浸しているの

だが、映画 『タイタニック j のドラマの背景と

なっていたように、「アメリカン・ドリーム」の

情報は広く世界に共有されていた。設楽貞雄も

米国の金満ぶりは知識として十分に了解してい

る。それどころか、下船当日の感想にうかがえ

るように強い先入観さえ懐いていたようである。

彼が見たもののうち、情報を補足できるもの

について少し述べよう 。11月6 日に視察する「大

博覧会J は、文章中にもあるように1915年( 大

正 4年) に聞かれるパナマ太平洋万国博覧会で

ある 。その日本館は武田五ーの設計であり、 8

月から 9 月にかけて武田はこの地に滞在してい

る。ちょうど入れ違いだったわけである。

ＱＱ 月 Ｙ 日にア ｊ ｾ ー トメントハウスを見てい

るのも注目される。「アパー トj の情報がきち

んとしたかたちでもたらされるのは大正 7年以

降のことであり( 紹介者の一人がニューヨーク

で登場する小野武雄である) 、作品として具体

化するのは1925年( 大正14) の文化アパー ト

メン卜( ヴォーリズ設計) を待たねばならない。

予備知識なしに接してしま った設楽貞雄がひた

すら驚嘆しているのは当然であろう 。なお、住

人の古川氏は東洋宵船の社員。

(京都工芸繊維大学教授)

返せば押入の中に這入て戸になる 。食堂のサ

イドボードが引返せば寝床になる 。畳は二部

屋共立派に使へる。其台所が奇妙不可思議。

電話で八百屋に注文をする。丁稚が物を持っ

てくる。ベースメントの何番の棚に上げて行

く。番人が一入居て上へ運んで呉れる 。

此 3ルームを一 ヶ月の家賃45弗。親子三人

位は優に暮される。下女等置く必用は少しも

ない。無精物にはも ってこいと 云ふ家屋であ

る。台所の鹿芥は箱へ入れてかたんと蓋を廻

せば、がらんと下に落ちて行く商事からくり

仕掛けになって居る 。
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[ お知らせ] n f o r ma l i o n  

「建築・まちづくりユニバーサルデザインシンポジウムJ 神戸で

神戸市では 8 月17日- 1 9日に第 3 回「ユニバーサルデ

ザイン全国大会」を開催する。

同大会の特別プログラムに、「建築・まちづくりユニ

バーサルデザインシンポジウム~みんながまちへ出

る- J が企画され、参加者を募っている。参加無料。

日 時 2005年 8 月19日( 金) 13:  3 0 - 16  :  00 

会 場 神 戸 国 際 展 示 場 1号館. 2階

神戸市中央区港島中町 6 - 11- 1 

定 員 500名 (申込先着順)

申込先神戸市都市計画総局建築技術音E技術管理課

T E L  078- 322- 5629 F AX  078- 322- 6118 

http: / / www. ci t y. kobe. jp/ c ityof f i ce/ 18/  

menu03/tl keikaku/ud/ud_t op/  

氏名 ( フリガナ)、 連絡先(電話、ファッ クス、

e- mai l ) を日月記し、F AXまたはUR Lで。

「まちに出るJ ことに対して様々な立場の人が語った

映像 r100人の本音メ ッセージj を上映後、ユニバー

サルデザインの観有、から「建築・まちづくりに期待す

ること」について、パネリストカ常義論する。コーテイ

ネ ターは田中直人・摂南大学教授。パネリストは、

落合俊郎 (広島大学教授)、 加藤作子 (2000年シドニ

ーパラリンヒ.ッ ク金メダリスト)、 相良二朗 (神戸芸

術工科大学教授)、 備酒伸彦 (神戸学院大学助教綬)、

三星昭宏 (近畿大学制受) の 5氏。

「改正建築基準法・同施行令等の解説j 講習会

平成17年 6 月 1 日に施行された改正法、改正政令、 ②F A X  (03- 3434- 7229)  

景観法整備法、さらにこれらの施行に伴う関係政省令、 締 切 日 各会場とも開催日の 2 目前 (土日祝除く )

告示等も同日付で施行されたことに伴い、国土交通省 ・東京 2005年 8 月23日 (火) 13 :  00- 16 :  30 

担当官を講師に迎え、全国 7 会場で講習会が蘭雀され 日本消防会館ニ ッショーホール (定員500名)

る。主催は側)日本建築センターほか。 ・大阪 2005年 8 月25日 (木) 13 :  00- 16 :  30 

受 講 料 10000円 (税込み、テキスト「平成17年 6 大阪国際会E義場「グランキューブ大1則 (定員200名)

月 1 日施行改正建築基準法・同施行令等 ・名古屋 2005年 8 月29日 (月) 13 ・00- 16 : 30 

の解説j 代 封、会場で支払い) 名古屋栄ビルディング大会議室 (定員 150名)

申込方法 ①ホームページ . 広島 2005年 9 月 2 日 (金) 13 ・0 0 - 16 : 30 

嗣 日本建築センター (h口p: // w w w.bcj  広島国際会議場コスモス (定員100名)

or. jp) または側旧本建築防災協会 (h枕p: // . 福岡 2005年 8 月31 日 (水) 13 : 00- 16: 30 

www. k enc hi ku- bosai.or .jp) から。 福岡建設会館( 定員150名)

「自然の叡智~オーストリアのデザインと建築」シンポジウム

愛 ・地球博も開催期間後半。万博会場内のオーストリ テ‘ ィートマー・シュタイナー纏築学の歴史家)

ア館では、 9 月に「自然の叡智~オーストリアのデザ イルムフリー卜・ヴィントビヒラー (建築家)

インと建築」園際シンポジウムか聞かれる。 ライナー ・ツエ ツ トル (笥桁史家)

オーストリアの建築 ・デザインの紹介と、21世紀の 竹山聖 (建築家・京都大学助制受)

「ビオトープ管理士資格試験」

側) 日本生態系協会が試験を実施し、資格を認定する「ビ

オトープ管理士J は平成 9 年度より始ま った。平 成

17年度も 9 月25日 ( 日) に、 全国15会場 (札幌、仙台、

東京、名古屋、大阪、広島、福岡ほか 8地I或) で筆記

試験が実施される。受験申込受付の締め切りは 8 月

13日 (当 日消印有効)。

すでに環境省、長野県、三重県では「ビオトープ管理

土J が入札資格として認められるなど、 「ビオ卜ープ

管理土J に対する要請は高ま ってきている。

なお、受験申込書( 税込み800円) は全国の主要書庖

と、 側 日本生態系協会 (T E L 03- 5954- 7106、F A X

03- 595ト0246、http: / / w w w.ecosys .or. jp/) で販売

している。

試験の詳細はホームページに掲載中。

菅井汲展ーアート・遊一

クラフィ ックデザイナーとして認められながらも飽き

足らず、33歳で渡仏した菅井汲。 たちまちパリ函埋

で頭角を現し、 ドイツ、北欧へとその名を広めた。

S UGAI が逝って9 年。25年前、S UGAIの展覧会で開

廊したアート・遊では「ーイ意人の中からはみだした日

本 人 に な り た い 菅 井 汲j 展を開雀してしゅ。

会 期 2005年 7 月19日 (火) - 8 月13日 (土)

平日 11 ・00- 19: 00 土曜12: 00- 17:  00 

日・祝休み

会 場 ア ー ト ・ 遊 T E L06- 6201- 0221

大阪市中央区北浜3- 2- 24 北沢ビル 1階

地下鉄御堂自撤・京阪「淀屋橋」徒歩 2分

展示初期ー神話とカリグラフィー (1952- 1962年)

オート・ルートの日寺代 (1963- 1969年)

/ 、一卜・エ ッジの時代 (1970- 1980年)

S のシリーズ (1981 - 1996年)

持続可能なエンジニアリングとデザインについてトー

クとプレゼンテーションが予定されている。
「無言館遺された絵画展~戦後60年いのちの証，，- ，J

参加鮒ヰ (愛 ・出制導入場券、軽食、 ドリンク付き )、 60年前、大戦で思い半

申込先着順120人。申込締切りは 9 月6 日 (火)。 ぱに命を失った画学生

日時 2005年 9 月16日 (金) 9  :  30- 18 :  30 が遣した作品と遺品を

会 場 愛 ・ 出 榊 オ ー ス ト リ ア 館 集めた「無言劇。長

申込 「オース卜リアのデザインと建築国際シンポジ 野県上田市費目外にある

ウム参加希望」と明記し、氏名 ・干 ・住所 ・ 美術館で、館主・窪島

年齢・所属先電話/ F A X/ e- mai l' 当日の連 誠一郎 (水上勉の子息)

絡先を記入し、F AXかe- mai l で下記へ。 氏が画家 ・野見山暁; 台

受付後、参加証送付。 氏らの協力を得て遺族

国際デザインセンター「オース卜リアのデザイ を訪問し、作品を収集

ンと建築国際シンポジウムj 係 し1997年 に 開 館 し て

T E L  052- 265- 2105、FA X 052- 265- 2107 いる。 r編みものする婦人j 興 椙 武

e- mai l  :  voi ce@i dcn. j p 会 期 2005年 7 月30日 (土) - 8 月28日 ( 日)

・シンポジウム登場者 10 :  00- 18 ・00 月曜休館

ハラルド ・グリュンドル (家具/ プロダクトデザイン) 会 場 京 都 文 化 博 物 館 4 階特別展示室

口ーベルト ・ヴィンマ一博士 (研究機関Gr AT所長) 京都市中京区三条高倉 TEL075- 222- 0888

入 噺 ヰ → 生1000円、大高生700円、中小生400円

出 品 作 家58名、作品137点

一「街J r妹 ・千枝子の{ 象J r扉風絵茄子J

「風景J r子供たちJ r，編みものする婦人j

招待券希望者は日本建築協会 (06- 6946- 6981 ) へ。

戦後60年のミ二戦争展

会 期 2005年8月17日(水)- 21 日(日) 9  :  00- 22 :  00 

会 場 i界市東文化会館 TEL072- 234- 5691

(北野田駅前、アミナス北野田 3階)

大阪府I界市北野田川77

内 容 大 阪、堺の戦争被害の建物、戦災地図/ 平和、

戦争を描いた図案/ 戦争中のポスター/ 赤紙、

戦争中の新聞/ 出征兵士を送る旗/ 旧満州か

ら引揚時の腕章/ 戦争に関する図書 ・写真

連絡先戦相劃者研究会 T E L 072- 236- 3357 

建築と社会 ・2∞5.8 37 



i nformat i on一 一 一 一

2005イタリアポローニャ国際絵本原画展

会 期 ＲＰＰＵ 年 Ｘ 月 ＲＰ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ Ｙ 月 ＲＵ 日 Ｈ 日 Ｉ 図書見本市、ポ口ーニャ児童図書展に併設された絵本

10:  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 毎週水曜日休館 原函コンクール展は1978年に始まる。阪神 ・淡路大

会 場 西 宮 市 大 谷 記 念 美 術 調 震災などにより 3 田中断 し た 民 西 宮市大谷記念美術

西宮市中浜町4- 38 T E L  0798- 33- 0164 館では今年25回目の開催を迎える。

http:// www.nishi .or. jp/  今 日の絵本の動向を知らせる公募展として高く評価さ

阪神電車「香櫨園J 下車、西へ 8 分 れているポ口ーニ ャ展には今年も60カ国2570人の応

入 餅 ヰ 寸 宣800円、高大生600円、小中生400円 募があり 、 日本人16人を含む85人の作品が選ばれて

イタリア北部の古都ポ口ーニャで開催されている児童 いる。 日本で展示されるのは84人の作品の411)点。

シルクロード展 大阪市立美術館で「ミラノ展」

近年、シルク ロー ドの要衝の一つである新麺ウイクル 2006年、大阪市はミラ

自治区や古都西安において、数々の発見が相次いでい ノ市と捌未都市提携25

しょうが

る。口プノールE釘莫から現れた小河墓地の出土品、ダ 周年を迎える。この節

ンダンウィリク遺跡で発見された仏画ーー。兵庫県立美

術館では、時空を超えて現れた文物約130点を展示す

るとともに、会期中 4 つの講演会を企画している。

・シルクロード展幻の都松商から永遠の都西安へ

会期 ＲＰＰＵ 年 Ｘ 月 ＱＳ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ ＱＰ 月 ＱＰ 日 Ｈ 月 ・ 祝 Ｉ

10  :  ＰＰｾ Ｑ Ｘ＠ :  00 (金・土は20: 00まで)

休館日月曜日 ( 9 / 19は開館・ 9120は休館)

会 場 兵 庫 県 立 美 術 館

神戸市中央区脇浜海岸通ト1 - 1

阪神電車「岩顧問下車、南へ約 8分

観 覧 料 → 引 300円、大高生900円、中学出以下鮒ヰ

自の年を前に大阪市立

美. j ; j i j 館では、ミラノ市

の協力を得て特別展

「ミラノ劃を開催する。

本展には、 ミラノにあ

るスフォルツ? 城市立

↑専物館やブレラ美術館

などか所蔵する絵画・

彫刻などローマ帝国時

レオナルド・ダ ・ヴインチ

[ レダの頭部」

スフォJレツァ械市立博物館、素描室

代から 20世紀までの約70件が出品される。

会 期 2005年 9 月 6 日 (火) ｾ ＱＰ 月 ＱＶ 日 Ｈ 日 Ｉ

9  :  ＳＰｾＱＷＺ＠ 00 月 曜 休 館 (9/ 19、10/ 10

は開館、翌火曜日が.休館)

会 場 大 阪 市 立 美 術 館 (天王寺公圏内)

地下鉄御堂鰍嘆・谷町線 ・J R f天王寺劇

観 覧 料 → 宣1300円、高大生900円、中学生以下無料

親子で楽しむ狂言教室

サン 卜リ ミュージア

ム 医 保山] は 〈キッ

ズ・ドリ ムプロジェ

ク卜〉の一環として毎

年、夏休みの一目、小

中学生とその保護者に

芸術、スポーツなどの

分野の卜 y プレベルで

活躍する人々と触れ合 大蔵流狂言師 ・茂山逸平

う場を設けているが、今夏の講師は若手狂言師の茂山

逸平さん。

狂言教室では、狂言のp!i 作や発声などの実演を交えな

がら 、狂言の楽しみ方や魅力を解説するとともに、狂

言の基本演技にチャレンジする体験教室を聞濯する。

日 時 2005年 8 月24日 (水) 13:  ＰＰｾ ＱＵ＠ :  00 

会場海遊館ホール一大阪市港区海岸通ー

(サントリーミュージアム閃呆山] 隣)

招 待 数 小 ・中学生親子60組 (一家族 4 名まで)

応 募 参 加 希 望 者 全 員 の 氏 名 (一家族 4 名まで)、

郵便番号、住所、年齢 (学年) 、電話番号を

明記の上、往復ハガキ ( 8 月10日締切) で。

応 募 先 サ ン トリ ーミュージアム[ 天保山] 狂言教室

干552- 0022 大阪市港区海岸通1- 5- 10

http://suntory.jp/S MT  1  

第37回中部建築賞公募

中部建築賞協議会 (20の公益法人で構成) は、中部圏

域 (愛知 ・三重 ・岐阜 ・静岡 ・福井 ・石川 ・富山 ・長

野 ・滋賀) で2005年 3 月31日までに竣工 した建築物

出 品 「皇帝妃テオドラの頭部イ象l、ダ・ヴインチ「レ について、優れた作品を募集してし、る。

. 講演会 (参加費無料)

会場: ミューシ.アムホール、定員250名 (先着順)

① 「シルクロードーダンダンウィリク遺跡の詮l

小島康誉 ( 偽教大学ニヤ遺跡学術問樹湾代表)

2005年 8 月21 日 ( 日) 15時から約120分

@ fシルクロードー写真家の見た楽園J

長倉洋海 ( フォト・ジャ ーナリスト)

2005年 8 月28日 (日) 13時から約90分

① 「シルクロード一美の変E

松本伸之 (東京国立博物館)

2005年 9 月 3 日 (土) 14時から約90分

④ 「シルクロードー桜蘭 ・小河墓の謎l

井上隆史 (NHKエク‘セ、クティフ'7.ロデューサー)

2005年 9 月23日 (金・祝) 14日寺から約90分

招待券希望者は日本建築協会 (06- 6946- 6981 ) へ。

38 

ダの頭部J、口レ ンンツy汁オ. 口 ツ 卜 「晴若者の肖 応募耕芥ヰ

{像象」ム、「東方三↑博尋士のネ礼Lt拝手到J 、ジ、ヨバンニ . セ 音部E伊門引12初0∞0∞0円とする。音部E門ごとに審査委員会で審査し、

ガガ、ンテイ一二「わフ水比を飲もむ、雌牛l、ジジ、ヨルジジ、ヨ . 建 築 主 ・ 詰 情 ・施工者を表彰する民審査結果の発

モランディ「静物J ほか 言葉は 11月下旬になる見込み。

招待券希望者は日本建築協会 (06- 6946- 6981) へ。 申込先東海建築文化セ ンター内「中部建築賞協議会J

五百城文哉、百回忌展

五百域文哉 (いおき ・ぶんさい) は水戸藩士の子とし

て文久 3年 (1863) に水戸に生まれ、明治39年 (1906)、

日光に没した明治の洋画家。植物学者・牧野富太郎と

も交流し植物研究に打ち込んだ彼の細密植物画は、い

わゆるボタニカル ・アー トの先駆的存在といえる。

本展は、代表作 (高山植物写生図> 94点、ほか、肖像画、

風景画などの油彩画、日光を措く水彩画約50点で構成。

会期 ＲＰＰＵ 年 Ｗ 月 Ｑ Ｖ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ Ｘ 月 ＲＸ 日 Ｈ 日 Ｉ

平日/ 10 :  ＰＰｾＱＹＺ＠ 00 土日祝/ 10: ＰＰｾＱＸＺ＠ 00 

毎週月曜休館

会場東京ステーションギャラリー

J R東京駅・丸の内中央口下車、赤煉瓦駅舎

入t新 ヰ → 生800円、大高生600円、中小生400円

(干460- 0008 名古屋市中区栄4- 3- 26、

T E L052- 262- 0838、FAX052- 262- 0839) へ。

資 料 向上へ、 8 月31 日 (水) までに提出。

応募要領等詳しくは、h廿p: ll tk-c. net に掲載。

オーストラリア視察ツアー募集

独自の福祉制度を構築してし、るオース 卜ラリアへ、そ

の! ] t 念を学びJJ 羽犬を確かめるための「オース トラリ ア

高齢者士也i或福祉システムツアー」が、性念大阪府建築士

会女性委員会 (TEL06- 6947- 1961) により企画され

ている。問い合わせは、同委員会へ。

期間 2005年10月 8 日(土) ｾ ＱＵ 日 Ｈ 土 Ｉ 関空発着

代金 256000円 ( 1室 2 名利用の場合、一人につき)

募集 20名 (最小催行人数15名)

申込 9 月9 日 (金) 締切



第 1 回通常総会

6 月15日 (水) 16 :  ｏｏｾ＠ 16 :  30 

出席者佐野会長ほか971名 (1，903口 委 任 状 含 む )

議 事 ( 1 ) 平成16年度事業報告 (案) の件

( 2  ) 平成16年度収支決算報告 (案) の件

( 3  ) 役員選任の件

講演会

「上町台地を世界遺産に !J

6 月15日 (水) 16:  ＵＰｾＱＸ＠ :  00 

場 所 OMMビル 2階会議室

講 師 河内 厚郎

参加者 45名

会員交流懇親会

6 月15日 (水) ＱＸ ・ ＰＰｾＲＰ :  00 

場 所 OMMビル階20階 東 天 紅

参加者 41名

理事会

第 1回通常理事会

6 月1 日 (水) ＱＵ ・ ＰＰｾ Ｑ Ｕ :  40 

出席者佐野会長ほか43名 (委任状含む)

議 事 ( 1 ) 平成16年度事業報告 ( 案) の件

( 2  ) 平成16年度収支決算報告 (案) の件

( 3  ) 役員選任の件

( 4  ) 会議等の開催について

第 1 回臨時理事会

6 月20日 (月) 16:  ＳＵｾ＠

出席者佐野会長ほか50名 (委任状含む)

議 事 ( 1 ) 役付役員選任の件

( 2  ) 常設委員長並びに常任理事委嘱の件

( 3  ) 理事の会務分掌の件

評議員会

第 1 回定時評議員会

6 月 1 日 (水) 14:  ｏｏｾ＠ 14  :  40  

出席者佐野会長ほか41名 (委任状含む)

議 事 ( 1 ) 評議員会副議長互選の件

( 2  ) 役員候補者の選任の件

報 告 ①平成16年度事業報告

②平成16年度収支決算報告

編集委員会

第 3 回編集委員会

6 月 8 日 ( 水) Ｑ ＸＺＰＰｾ Ｑ Ｙ＠ :  15 

出席者設楽委員長ほか 2 名

議 事 ( 1 ) 2005年 7 ・8 月号特集経過報告

( 2 )  9 月号「火から守る J 特集の企画

( 3 )  2005年10月号以降の特集企画

( 4  ) 作品作風の報告

( 5  ) その他

( 6  ) 収支状況報告

月間の動き

第 3 回構造分科会

6 月 3 日 (金) 18 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  15 

出 席 者 肥 嶋 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1 )  r精進の頁J の企画

( 2 )  10月号情造特集の企画

第 1回設備分科会

6 月 1 日 (水) 18 :  ｏｏｾ＠ 19  :  30 

出 席 者 梶 井 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1 ) 6 月号「人工栽培J 特集の報告

( 2  ) 自己紹介

( 3 )  r設備の頁J の企画

( 4  ) 夏井委員の提案

第 3 団法令分科会

6 月8 日 (水) 14 :  ｏｏｾ＠ 15  :  30 

出 席 者 野 村 委 員 ほ か 4 名

議 事 ( 1 )  r法令コーナーj の企画

( 2 )  r改正建築基準法と景観緑三法j 特集

( 3  ) 情報交換

第 3 田作品作風小委員会

6 月23日 (木) 19:  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 

出席者 中村副委員長ほか11 名

議 事 ( 1 ) 作品の選定

( 2  ) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(  3 )  r  g all eryJ 掲載報告・予定

( 4  ) 前回の編集委員会の報告

( 5  ) その他

第 3 回広告企薗小委員会

6 月 8 日 (水) Ｑ Ｗ Ｚ ＰＰｾ Ｑ Ｘ ・ ＰＰ

出 席 者 設 楽 ・渡漫正副委員長ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 広告企画小委員会委員の動静

( 2 )  2005年 7 月号特集企画と広告収集状況

( 3 )  7月号 r1000号記念J 特集と広告収集

( 4  ) 広告企函

( 5  ) 来年 1 月号の特集企画

( 6  ) 作品作風頁掲載候補

( 7) 収支状況報告

出版委員会

第 3 回出版委員会

6 月16日 (木) 18:  ＰＰｾ Ｑ Ｙ＠ :  00 

出席者上原委員長ほか 6 名

議 事 ( 1 ) < プ口のノウハウ> と特装本の経過報告

( 2  ) 今後のテーマと執筆者選定について

( 3  ) その他 (委員の加入)

近代建築を学ぶ会

「近代建築共同企画J

明治村 ・近代建築探訪

6 月 5 日 ( 日) 7  :  ＳＰｾＲ Ｑ＠ :  00 

場 所 明 治 村

講師坂本勝比古( 神戸芸術工科大学名誉教綬)

参加者 48名

「近代建築共同企画」打合せ( 第 5 回)

6 月17日 (金) 18:  ＳＰｾ Ｑ Ｙ＠ :  30 

場 所 阪急電鉄本社

【平成17年 6 月分】

出席者松隈委員ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 京都 ・明治村の報告

( 2  ) 神戸の最終打合せ

( 3  ) 今後の事業について

入 会 者 ( 敬称略)

〔個人正会員〕 杉山 泰生

.7月号の訂正とお詫び

7 月号92頁「暑中見舞按拶」頁に談りがありましたの

で、下記のように訂正するとともに深くお詫び申し上げ

ます。

談

ｩｬｦｾ 池 一 季株式会社ポＡ池組取締役社長

正

鴻池 一 季 株 式 会 社鴻池 組 取締役会長

・7 丹号記紋漏れのお詫び

• 7 月号特集広告「建築と社会J 創刊号から 1000号へ一

広告頁に建築界の動きを追うーの85頁「ダイダン j の

ホームページアドレスが記i隙漏れでした。君事くお詫び

申し上げるとともに、下記のように追記いたします。

ダイダン h口p:/ / w w w.daidan.co.j p/  

• 7 月号会告 6 頁の委員会名簿に記載漏れがありまし

た。教育委員会の中の工高生教育小委員会 出雄|箆委

員が幹事でもある乙とを、追記します。

建築と社会 . 2∞5.8 39 



特集改正建築基準法と崇観緑三法協賛

改正建築基準法関連の

調査、確認検査はGB R Cヘ

く
改正建築基準法では、既存不適格建築物に対して新設エキスパンシ ョンジ ョイン ト等で分離増築する

場合には、平成 7 年建設省告示2090号に基づく耐震診断を行うことが規定されました。当財団 では、

これに対応して、材料試験室において最新技術を活用した建物診断を、また、建築確認検査課において

当該案件の確認検査を実施。同一機関内での連携プレーにより 、より的確 ・迅速な審査を実現 します。

陸蓮華事 ｫｩ 草稿ｾＺｾ請書ｾ ｾｅ 握屈服幸司

業務区域 業務内容 . 建物調査として 、通常のコア抜き取り検査の

近畿 2 府 4 県，愛知県，福井県 I岐阜県，三重県， ほか、次のような非破壊検査による検査も実施。建物条

岡山県，広島県，山口県，福岡県 件、ご要望に対して、最新技術でもって最適な対応をさ

主な対象建築物 : せて頂きます。

0 高さ 31 mを超える建築物 O非破壊検査によるコンクリ ー 卜強度推定技術

O延べ面積が200 0 m' を超える建築物( 近畿 2 府 4 県のみ) ・反発度法 ・超音波速度法等

0 技術評価や技術審査を受ける建築物 O局部破壊検査によるコンクリー 卜の診断技術

O建築防災計画評定を受ける建築物( 大阪府の要綱改正 ・小径コアによる強度試験 ・引き抜き試験等

で高さ 6 0 m以下の建築防災計画評定の審査も可能と Oひび割れ診断技術

なりました。) ・超音波法、 X 線透過撮影法等

※ 改正建築基準法令の規定に基づく耐震診断を行う建 O 内部探査技術

築物はすべて対象建築物とするように申詰準備中です。 電磁誘導法 ・電磁波 レーダ法 . x線透過撮影法等

なんでもお気軽にご相談ください。お問合せはこちらまで

( 財) 日本建築総合試験所 ( 略称: 日総試)

干540- 0024 大阪市中央区南新町ト2- 10 フルサトビル 4F

建築確認評定センター 建築確認検査課

TEL :06- 6966- 7565 FAX: 06- 6966- 7680 

http://www. gbrc . or. j p 

景観法と

都市美

まちづくりのための

建 築 基 準 法

景観まちづくり

社団法人日本建築学会 編

8 5変型判 2 0 8頁

定価3 9 90 円( 本体3 8 0 0円)

景観施策の創造性が試される

時代。自治体の役割を 中心に

課題を整理し、先行3 4事例を

テーマごとに紹介する

目 次

序説景観法の意義と自治体のこれからの課題

第1部 景観法と震観まち づく りの課題

景観法と自治体

豪観マネジメントと建築デサ. イン

第2部 景観まち づ くりの現場か ら

都市の最観行政

景 観 誘 導 景 観 形 成

眺望・背崇づくり

歴史を活かしたまちづくり

事業による景観創生

自然 ・農村の風祭づくり

住い建築と景観づくり

市民主体の景観づくり

-・.. ｩ￮ 園西南 ｲＮ ｊｊ 目披露 ｅ 削鹿野車置誼 ｾｊ 園田・・・

西 村 幸 夫 編著

A 5変型判 2 5 6頁

定価2 9 4 0円( 本体2 8 0 0円)

美に公共性はあるのか、

景観政策の根拠とは

B 次

序説都市美の思想史

l イタリアの都市美ルネサンス

2 フランスの「都市の美化」

3 フランスの都市美保全施策

4 ドイツの国土美化と郷土保護思想

5 ドイツの都市条例

6 イギリス田園都市の都市美思想とアメニティ

7 ベルギ の都市美運動

8 スペインの都市美思潮とパルセロナでの展開

9 アメリカのシティ ビューティフル運動

10 アメリカの建築条例の起源、と都市美

11 アメリカのニューアーパニズムが創造する都市美理念

12 日本の都市美運動

13 日本における風祭認識の変遷

14 都市美創出の道筋をたどる

7号 好評発売中 8号 9月1日発売

集団規定

の運用と解釈

柳 沢 厚 ・山島哲夫 編著

ｩ 時代と 地 械のｾ ｾ Ｎ消に応える

現場の判断の手引

集団規定を解釈運用するにあ

たって実務上悩みの多い八つの

テーマを取り上げ、法令本来の

趣旨や現代的意義に立ち返って

考察した。現場の判断の手引に。

目 次

l  最低基準と集団規定

2  敷地概念とその管理

3  集団規定と単体規定のつながり

E 冨盟国i : ! DI・

理l R 昼準法

集団規定

の運用と解釈

-"“由併.-
:::..:ロr温r

4  4 m未満道路の取扱いと接道規定について

5  既存不適格建築物問題とその周辺

6  地域地区の決定と特例許可の法的織成

7  自治体による独自基準採用の可能性

8  確認システムと『裁量J

6学芸出版社

まちてりくり 特 集1 景 観j去を実践する 特 集1 路地と償丁からのマ チ再 生
干600-8216 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

Tel 075-343- 0811 http://w ww. gakugei -pub. j p/  

Fax  075・343- 0810 E-mai l  info@gakugeトpub.j p

特 集2 都市文化の再生 特 集2 わが町の「文化財」
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作品作風: 兵庫県立津名高等学校

協 賛

近畿セラミックス株式会社 (屋根瓦工事) 兵庫県津名郡津名町大奇 881-8 TEL0799-64-0631 

株式会社アワジ建工 (タイル工事) 兵庫県洲本市納 204-1 TEL0799- 24-5お5

株式会社西尾家具工芸社 (家 具 工 事) 大阪相区靭本町 2丁目 3番8号 TE附 俳5555

株式会社日立製作所 神戸支庖 GLベータ ) 兵庫県神戸市中央区雲井通4丁目 2番2号 TEL078- 2問 77

シャープアメニティシステム株式会社 (22H大阪市平野区加美南 4丁 目 附 号 TEL06- 679問 2

ヤマハ発動機株式会社 (プール工事) 大阪市中央区安土町 3丁目 4番 16 号 TELOか 問 ー0520

三井物産ハウステクノ株式会社 (慎2諜1甥1L工事)い大阪府吹田市広芝町削1ω昨Oか-2肘8けオ一ク j班 Jル吋レげテデ.イ ング 3チF T印- 喝引引側6臼悶附3引抑1ω附O
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・ 施 工 )

結朝日工業社

本社 ・本底 東京都港区浜松岡Tl -25-7 電r，;r; 03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島1- 58- 59 危話06 ( 6302)  2270  

支 鹿 北海道/ 東北/ 北関東/ 繍浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ械式会社

本白大臣本社 〒550-0002 大阪市西区江戸摺1丁目9番25号 電話 (06) 制 41-8231

東 京 本 社 干 102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03) 3261  -8231  

支 社 名古屋 ・福 岡

主 庖 札 幌 ・仙 台 ・新 潟 ・大宮 ・千 葉 ・横 浜 ・金 沢 ・京 都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広 島 ・高 松 ・熊 本

営 難 所 帯 広 ・函 館 ・青 森 ・秋田 ・盛 岡 ・前 橋 ・長 野 ・静 岡 ・豊 田 ・禅 - llI"山 ・

筒 井 ・徳 山 ・松 山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那 靭

出 張 所 旭川 ・福 島 ・川 崎 ・松 江 ・徳 島 ・下 関 ・長 崎 ・大 分 ー宮 崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58- 1511

空気調和 設 備 /' X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 f /冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- - v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 清 光

常務執行役員関西支庖長 丸 岡 敏 峯

関西支庖 大阪市淀川区宮原3- 4-30 ニッセイ新大阪ピル iIi話 06 (6350)  81∞ 

本 社 東京都千代田区有楽町 1 - 4 ー l 慌話 03 ( 3502)  6103 

支 庖 北海道・東北・関東・東京都{ 東京都二・千葉・揖揺・北陸 ・名古屋・静岡・京都・神戸・四国・中国・九州

C HOY O 

入カ丸 、る多彩なフィーJ レドで、

新しい線界に挑戦していますc

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 干 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝日ビル)

T E L  0 6( 6 3 8 5)  1  3 6 1  ( 代) F AX  0 6( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 車 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 鵬 へ 繍 で 挑 む一 一 一

<H> 株式会社意書仰費

自防 ーーー一

本 干土 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II liI I6号( オートセンターピル1'2階)

干542- 0066 電 話 大 阪 ( 06) 6 7 6 8 - 5  0  3  1 代表

メンテナンス電話 大阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1 代表

東京支干土 東京都文京区小石/ 111 丁目 12番14号( 日本生命小石JII ピル 7儲)

干 112- 0002 電話 ( 03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1 代表
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電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

執行役員支社長 島 田 高 樹

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 村 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内 ・新宿・神奈川 ・東関東・北関東・中部・九州

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備，冷暖房設備。消火設備の設計，施工

♂狩額面眠衛生工葉両大阪本庖
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Space Crcal or 

クオリティ& コストパフォーマンス

鈷J322テム ｾｾロ ｀｛ｩｬＩ｛ｩｬｽ
メタルシステム天井

内外袋創作パネル・システム天井 ・間 仕 切

開吉社オクジ: コー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530-0047

TEL( 06)6312-4131 FAX(06)6312-7998 

東 京 丸 州 南 九 州 名 古 屋 ・ 上 海

Di gi tal  Pri -Press 

市 ｊ 凪ｾ凪副凪 ｾω ｊＶ面 ｢
y  代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

. 却 醐 事 . ポスターカタログパンフレット . 11 年鑑. 社史、

縫E志文字. 函. データ処理

・メディア・鱒 S Pプランニングコン';J J. テインク、何ツリコーシヨン.

webJ.il Uメディアコンテンツ企編制作.

のぷ［とたｾ
¥:iI '  f  ¥ .  - - ' ¥7 

• 
， 、 株式会社NPGーポレーシヨン

本 社 干5ぉ∞43 大阪市北区天満 1-9・19

tel : ( 侃) 6351-7271 ( 代) fax:  (06) 6352- 7479 

第二ピル 干5め∞43 大阪市北区天満ト 11- 8

tel : ( 郎) 6351-0128( 代) fax:  (06) 6351- 020日

東 京 支 社 干105α X J 4 東京都港区新儲6- 17- 2

tel : ( 閃) 3433-521 1( 代) fax: (凶) 5776- 7733 

(旧社名ナニワ印刷側、 日本データネ沖側)

We  have hope  



デンカC S Aファミリー製品

-安二. . DCSA ( 膨 張 性j昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ＮＮｏ Ｇｦｾ，ヨニ ｊ Ｈ クラ ウト用無収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ＮＮＰ 司 ｆｾｉ ー子・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ主義 一＿ ＿ ＿ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・安二. I 0 E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二. . OI J OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄業 株 式産

居 士 司

刀 "
浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E L 本杜 ・京 都 . Ｊ ｉ ｾ ｉ 針 ＨＰ ＷＷ Ｒ Ｗ Ｉ 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

冨浦 産 業 株 式

T E L 大阪 ( 0 6) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 3  

T E L 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 -

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T E L  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 0 6) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

会洋 物 産 株 式光

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

今
荒川治徳著

ARAKAWA Haru 

壁に入ったひび割れは

必方;しも欠陥ではない! ?

6学芸出版社 222年 三区木津屋橋通西洞院東入

Tel  075-343-0811 http目// w w w.gakugei -pub.jp/

Fax  075-343-0810 E-mai l  info@gakugei -pub.j p 

(本書の肉容}

第 1章 コンクリートはなぜひひ害リれるのか

第 2章 コンクリー卜の強度つてなんだろう

第 3章左官は職人の技術

第 4章建物を支える基礎と地盤

第 5章施工技術は意外にローテク

第 6章木の性質を知ろう

第 7章お互い信頼して家をつくるために
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¥新製品レヒコー

従来の笠木ではできない

シャーフ。なラインと美しい陰影を演出

[ 新意匠系陰影笠木] アーキプレイド

RC打放し、割り肌系の石タイルなどの意匠性を重視した外壁を採用する設計者からは、

『笠木のラインを少しでも細く、目立たなく納めたい。外壁画を汚したくない。j という要

望がありました。アーキプレイドは外壁の邪魔をせず、美しい陰影をつくりながら、建物

と空の境界線に、従来の笠木で‘はできなかったシャープ。なラインを演出します。カバー

材は雨水が流れ落ちる勾配をキープ。

下端面には逆勾配をつけているので、雨水が浸入しにくく、外壁画をきれいに保ちます。

株式会社エービーシー商会

TEL  06- 6944- 4908 URL. h悦p:l l www. abc-t. co.jp

光あふれる静音空間を

高い遮音性能を発揮するのが、ガラスブロック “ コロナ" です。

高遮音ガラスブ‘ロック コロナ

ガラスブロックはその内部の中空部分が0.3気圧と、真空に近い状態になって

いるため、優れた遮音性能を持つ透光性ガラス建材です。なかでも「コロナJ

は表面のレンズ模様カず遮音に効果を発揮します。さまざまな騒音が気になる

開口部などに適しており、遮音性能の高いサッシ枠と共にご使用いただくと、

明るくて静かな室内空間をつくりだすことができます。

日 本 電 気 硝 子 株 式 会 社 建 材 事 業 本 部 営 業 部

TE L. 06・6399- 2728 URL. http:// www.neg. j p/kenzai /  
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次の空間へと導く、確かな存在感。

空間への期待感を彩る、こだわりの素材と洗練のフォルム。

Al umi num Hai rl i ne 

ユニオンレバーハンドル UL- 777

Leat her 

Uni wood Mahogany  

スクエアで、ベーシックなフォルムは、モダンな印象を空間に添えてくれます。ア

ルミ素材をベースにしたこのレバーハンドルは、シャープ。な印象のオールアルミ

ヘアラインタイプや、グリップ部に使い込むたびに手に馴染み、時が経つほど

に味わい深さを感じさせるレザー巻タイプ、抗菌性と静電効果を持ちコンフォタ

フルな印象のユニウッドマホガニタイフ。を揃えており、シンプルで美しくそのうえ

人にやさしいプロダクツとなっています。

株式会社ユニオン

T EL. 06・6532- 3731 URL.  http:// w ww.art union.co.jp  

ー 製品のアピールはこの欄で! !  !  

設計や施工に携わる多くの会員の方々は、 日々 進歩する製品の情報取得に労力を割かれてい

ます。この“ 新製品レヴュ一" 欄を利用して、新製品のア ピールをさ れてはいかがでしょうか。

建築にかかわる製品で、社会か ら求められている環境に配慮 した新製品、新工法、新システ

ムなどをご紹介ください。

- スペースは 1/ 4 頁 ( タテ60 mmX ヨコ 190 mm)

P R原稿の文字数は210字以内 (ヨコ 35字 X 6 行以内)。

ご社名、電話番号、ホームページ ・E メールアドレス

製品等の写真 1 - 2 点 (写真サイ ズ タテ6 0 mmx ヨコ87m m)

. 間 合 先 編 集 部 鶴 田 精 子

大阪市中央区大手前1- 7- 31

O M Mビル 7 階 電話06- 6946- 6981

E- mai l :  ken- s ha_ t@aaj . or .jp 



日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

1917年3 J =1に創設された日本建築協 以後、創立周年記念ヰ喋として、その *  

会( 当時 |品l西正1喋協会) は、すでに "割t の動きをとらえて単行本を出版し 購入希望者は、 (初日本社喋協会事務局

H削除刀則には大阪泊旦でT主宅情覧会や ている。 (TEL 06- 6946- 6981、FAX06一

札喋訴演会を|剤 く一方、当時は入手し 50周年、 60周年、 70周年、そして80周 6946- 6984) まで。

にくかった札喋の情報を図書の出版と 年に、図苫の出版が企画さオL 現在も

L 、う形で会員に提供していた。

*  

日本建築協会創立70周年記念出版

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1側 三

A 4 判 企 画 ・発行 : EI本建築協会 本体価格1，500円

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作品集 1992年

A 4 判 企 画 発 行 : 日本建築協会 本体制絡2，000円

昭 和 生 ま れ 関 西 の 建 築 家50 附 年

A 4 判企画・発行: 日本建築協会 本体側絡1，500円

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念講演記録集

講演記録袋 詰 の は な し 附 年

B 6判 5分 IlI f 企画 日本 主ｾ築 協 会建築クラブ頒 布制 ｉｪ 絡 Ｒ ， ＵＰＰ 円Ｈ税・送料込みＩ

民間( 旧四会) )i l i合協定

工事請負契約約款

工事訪負契約古 仲裁 合 意 書 契約書使用上の留意事項

l 部 ￥230 ( 税込み) 送料実質

日本建築協会引務局 (06- 6946- 6981) で頒布

縦続して発行販売されている出版物

は、 以下のとおり 。

日本建築協会創立60周年記念事業

建 築 技 ' 園 、 己 主 企 画 日 本 建 築 協会

仰l})芸 自 発行 : 学 芸 品 版 社

A  5判・ 130頁- 160頁 本体価格 ￥1，200ー￥1，400

各 IIIf ￥10ぴ剖引頒布中 〈日本建築協会事務局 (06- 6946- 6981) にて〉

団マイコンによる構造設計のすすめ 固建築積算業務

( 改訂版) 魚木晴夫 生島道道

固住宅設計とインテリア 園建築金物の知識

福岡喜久雄 立 野 郎

図鉄骨構造の話

金 多 潔 甲 津 功 夫 西 沢 英 和

日本建 築 協 会創立 ω 周年記念事 業「建築 技術選 ｾ ｾ ｕ 姉ｴｬ［ ｕ ＺＺｩ Ｎ 四 六 判 Ｒ 色 刷イラ スト入

くプ口のノウハウ〉シリーズ

企画 . 日 本建築協会 発行 : 学芸出版社 本 体 制 絡 ￥1，600- ￥2，500

極体工事監理のチ工ツクポイント100 建築関連法規を読みこ芯すコツ

須賀好富 高木任之

空調設備のトラブル50 徹底解説〈大改正〉建築基準法

建築設備トラブル研究会 高木任之

衛生設備のトラブル50 建築の現場管理システム

建築設備トラブル研究会 伊東貞夫

鉄筋工事・本音の現場学 新版建期却の消防法を読みζ 芯すコツ

荒川; 台徳 高木任之

建築基準法の難解条文を読みこ在すコツ

高木任之

建築と音のトラブル

中川清ほか

木造住宅監理の話
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鉄骨工事の現場学

石田満簡

仕上工事監理のチ工 ツクポイン 卜

日建設計監理業務研究会

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏 博

コンクリー卜工事のチェックポイン卜100

〈新版〉 加賀秀冶

インテリアコーディネー卜のl凹ポイン卜

町田ひろ子監修/ 松 本 茂 村 元 俊 子 著

木づくりの常識非常識

上 村 武

建築トラブルにみる常識非常識

荒川治徳

新版コンクリー卜工事のチI ツクポイン卜100

加賀秀治

建築基準法の性能規定を読みこなすコツ

高木任之
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高木任之

建築士事の祭式

「建築工事の祭式J 編集委員会

飛躍する構造デサイン

渡辺邦夫

改司版都市計画法を読みこなすコツ

高木任之

改司版建築基準法を読みこなすコツ

高木任之

改司版建築物の消防法を読みこ芯すコツ

高木任之

ブ口が教えるキッチン設計のコツ

井上まるみ

日本建築協会創立70周年記念事業・ B5判

選書特装版

企画・日本建築協会 発行 ・学芸出 版 社 本 体 価 格 ￥2，800ー￥3，800

水|こまつわるトラブJl の事例解決策 建築デザインのための構造計画

〈建築篇> r建築漏水J 編集委員会 須賀好富

水lこまつわるトラブルの事例・解決案 入門 建築積算

〈設備篇> r設備漏水」編集委員会 生島道春

建物の汚れートラブル事例と解決策 建物の結露ートラブル事例と解決策

「建物の汚れ」編集委員会 「建物の結露J 編集委員会

』
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確認横査機関・住宅性能評価機関園士交通大臣指定

l CI AS 
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株式会社国際確認検査センター
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確認検査本部

大阪府・兵庫県・京都府・奈良県・滋賀県・和歌山県

岡山県・三重県・福井県

①建築基準法に基づく建築確認

②建築基準法に基づく中間検査及び完了検査

③住宅金融公庫融資住宅の設計審査・現場審査

④住宅金融公庫の証券化支援事業の適合証明業務

⑤ 国際業務部・・・外国の建築確認制度に関わる業務

業務内容

- 工作物

全ての用途・規模の建築物

建築設備 ( 全ての昇降機類を含む〉

対象建築物

住宅性能評価本部

大阪府・兵庫県・京都府・奈良県・滋賀県・和歌山県

/
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①

②

宅、王

あらゆる構造の全ての住宅対象建築物

業務区域

業務区域

業務内容

大阪市中央区北浜3 丁目7 番 1 2号

東京建物大阪ビル3 階

干541 - 0 0 4 1  

お問い合わせ

- 軍 彊

土・日・祝 ・年末年始

0 6(6 9 1 0)6 910  

0 6(6 2 2 2)6 6 2 6  

0 6(6 9 1 0)6 9 2 0  

0 6(6 2 2 2)6 6 2 7  

i nf o@ci as- osaka. c o m 

置盟冨・

・iiaII・

-図・

. .  圏圃

- 電車でお越しの方は地下鉄御堂筋線 「淀屋橋」駅下車

②番出口より 地下道直結

- 当ピル1階( 東側入口〉に立体駐車場完備

※ 確認 ・検査の受付に来られた方のみ1時間無料

雑誌 03379- 8

U  


